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わ
吹

年
頭
の
ご
挨
拶

（電
友
会
四
国
地
方
本
部
長
）

。
・

年
頭
に
あ
た

っ
て

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
長
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
動
き

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
中
間
決
算

―
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ

「
光

。
新
世
代
ビ
ジ

会
社
紹
介

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

・

お
知
ら
せ

減
収

。
増
益

・
・

ョ
ン
」
を
発
表

・

第
十
二
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞

・
・
・

電
信
電
話
記
念
日
の
表
彰

／
本
部

で
の
会
議
模
様

支
部
だ
よ
り

第
二
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

（愛
媛
）

・
・
・

親
睦
旅
行
は
山
口
方
面

へ

（愛
媛
）

・
・
・
・
・

電
友
会
設
立

「
四
十
周
年
記
念
旅
行
」

（香
川
）

古
都
奈
良
と
明
日
香
村
散
策
と
伊
賀
上
野
の
旅
（

寄
稿

（
さ
ら
ば
―

『
松
電

つ
ど

い
の
会
』
）

・
・
・

健
康

の
ぺ
―
ジ

二
〇
〇
三
年
健
康
保
険
医
療
動
向
に

つ
い
て

・
・

私
は
今

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ド
キ

ュ
メ
ン
ト

陶
工
と
し
て
窯
元
を
守
る

ｏ
・
・
・
・
・
・
・
・

テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
松
園
」
二
月

一
日
オ
ー
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
松

Ｏ
Ｂ
会

・
・
・
・
・

Ｍ

・
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
）

コ
ー
ナ

ー

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
ウ
イ
ル

ス

・
・
・
・
・
・
・
・

サ

ー
ク
ル
紹
介

八

〇

（
パ

ー

・
ゼ

ロ
）
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・

俳
句

（愛
媛
）

。
・
・
・
・

敬
弔
／
物
故
者
叙
位
叙
勲

・

表
紙
の
言
葉
／
編
集
後
記

・

・ ・  ・ ・   ・   ・   ン   ・   ・ ・ 高
知

）
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第 121号 友電国
ハ

平 成 15年 1月

電
友
会
四
国
地
方
本
部
長芳

野
　
　
運

電
友
会
会
員
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し

い
年
が
、
皆
様

に
と

っ
て
健
康

で
、
情

趣
あ
る
心
豊
か
な
も
の

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

会
員

の
皆
様

に
は
、
常
日
頃
、
会

の
活
動
、
運
営

に

つ
き
ま
し

て
、
何
か
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
陰
様

で

会

の
活
動
も
、
年
次
活
動
方
針

に
も
と
づ
き
、
各
県

支
部
関
係
役
員
が
中
心
と
な

っ
て
着
実

に
推
進
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
ど
も
電
友
会

の
活
動
が
順
調
で
あ

り
ま
す

こ
と
は
、
会
員

の
皆
様

の
積
極
的
な
ご
協
力

に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
同
時

に
、
私
た
ち
の

出
身
母
体

で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
初
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

関
係
各
社

の
物
心
両
面

に
わ
た
る
ご
支
援
、
ご
配
慮

の
賜
物

で
あ
り
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら

た
め

て
深
く
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ

て
、
昨
年
に
お
け
る
情
報
通
信
市
場
は
、
国
を

あ
げ

て
の

「
Ｉ
Ｔ
戦
略
」
に
向
け
た
市
場

の
展
開
に

伴

い
、
　

”音
声
通
信
か
ら
デ

ー
タ
通
信

　̈
へ
と
い
う

市
場
環
境

の
変
化
が

一
層
発
展
し
、
国
境
や
業
種
を

超
え
た
激
し

い
競
争
が
展
開
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

に
お
か
れ
て
も
、

こ
の
情
報
通
信

）

市
場

の
構
造
変
化
の
急
速
な
進
展
と
競
争
環
境

の
急

激
な
変
化
に
対
応

で
き
る
、
よ
り
機
動
的
か

つ
効
率

的
な
事
業
運
営
体
制
と
、
財
務
基
盤
の
確
立
を
は
か

る
た
め
、
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
開
び

ゃ
く
以
来

の
大

構
造
改
革
が
、
昨
年
五
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
業
務
の
抜
本
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
、
私
ど
も
Ｏ
Ｂ
と
し
て
想
像
も

し
な
か

っ
た
大
胆
な
も
の
で
、
徹
底
し
た

「
業
務

の

効
率
的
な
遂
行
」
と

「
新
た
な
事
業
の
開
拓
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
、
新
生
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

の

「
自
立
」
と

「
再
生
」
に
向
け
、
会
社

の
命
運
を
賭

け
た
事
業
展
開
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

の
厳
し
い
事
業
展
開
に
、
積
極
的
か

つ
懸
命
に

取
り
組
み
、
努
力
さ
れ
て
い
る
現
役
各
位
の
ご
労
苦

に
対
し
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
か

つ
て
苦
楽
を

共
に
し
て
き
た
同
志
と
し
て
、
最
大
限
の
協
力
、
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
何
を
も

っ
て
お
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
戸
惑

い
を
禁
じ
得
な
い
と
い
う
の
が
偽
り
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
電
友
会
と

し
て
も
、
今
後
の
新
生
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
ふ
り
か
か
る
諸
問

題
に

つ
い
て
十
分
理
解
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
考
え
方
に
沿

っ
て
支
援
等
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
当
面
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
展
開
に
対
す
る
地

域
社
会
と
の
接
点
と
し

て
、
少
し
で
も
お
役
に
立

つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

激
変
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
展
開
の
中

に
あ

っ
て
、

電
友
会
の
平
成
十
四
年
度
事
業
活
動
は
、
次
の
こ
と

を
中
心
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

▽
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
推
進
す
る

マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
普
及

に

つ
い
て
、　
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
実
施
と
そ
れ
を
べ
―
ス
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

愛
好
者
の
拡
大

に
努
め
ま
し
た
が
、
各
県
支
部

の
ご

協
力
、
ご
努
力

に
よ
り
、
愛
好
会

に
よ
る
パ

ソ
コ
ン

指
導
、
Ｉ
Ｔ
相
談
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
愛
好
者
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
関
係
会
員
の
熱
意
と
ご
努
力
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
　
地
域

に
お
け
る
会
員
相
互

の
連
絡
、
親
交
、
交

流
を
深
め
る
た
め
の
接
点
と
し
て
、
役
員
等

に
よ
る

会
報
、
会
員
名
簿
の

「
手
配
り
」

（宅
配
）
を
、
体

制

の
整

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
逐
次
、
実
施

い
た
し
ま

し
た
。
実
施
結
果
は
、
日
頃
疎
遠

に
な
り
が
ち
な
会

員
が
顔
を
合
わ
せ
会
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
か
ら
意
義
あ
る
施

策

で
あ

っ
た
と
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係

役
員
及
び
ご
協
力
い
た
だ

い
た
会
員
の
方

々
の
ご
理

解
、
ご
協
力

に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も

に
、
こ
の
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
切

に
お
願

い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

電
友
会
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
、
会
員
相
互

の
連
絡
、
親
交
を

深
め
会
員
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
を
応
援
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し

て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
、
今

一
度

こ
の
基
本
理
念

に
立
ち
、
思

い
を
新
た

に
し
、
新
生
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
発
展
の
た
め
頑
張

っ

て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後

に
、
会
員

の
皆
様

の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
と
、
病
気
治
療
中

の
方

々
の
早
期
ご
快
復
を

お
祈
り
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

）
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第 121号 友電国四
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
長

伊
藤
　
卓
志

新
年
明
け
ま
し

て
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様

に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

で
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業

に

つ
き
ま
し
て
深

い
ご
理
解
を
賜
り
、
各
種
施
策

の
実
施
や
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
等

に
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
早

い
も

の
で
電
電
公
社

の
発
足
か
ら
五

十
周
年
を
迎
え
、
情
報
通
信
事
業

の
分
野
に
お
き
ま

し
て
は
新
た
な

一
ぺ

―
ジ
を
刻
ん
だ

一
年

で
あ
り
ま

し
た
。　
一
昨
年
ま

で
の
電
話
会
社
選
択
サ
ー
ビ

ス

（

マ
イ
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
）
の
導
入
な
ど
電
話
を
中
心

と
す
る
時
代
か
ら
、
普
及
拡
大
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
通
信
や
移
動
体
通
信

の
分
野
に
お
い
て
、

「
よ
り

大
量

の
情
報
を
よ
り
高
速
に
」
と
い
う

「
ブ

ロ
ー
ド

バ
ン
ド
」
時
代
に
移
行
す
る
幕
開
け
の
年

に
な

っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

で
は
、
四
国

地
域

に
お
き
ま
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ

ス

を
何
時
間
利
用
し

て
も
料
金
が

一
定
額

で
あ
る
フ
レ

ッ
ツ
系
サ
ー
ビ

ス
に

つ
い
て
、
昨
年
二
月

に
は
光

フ

ァ
イ
バ
を
用
い
て

一
秒
間

で
新
聞

一
か
月
分
に
相
当

す
る
大
量
の
情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
Ｂ
フ
レ

ッ
ツ

（
Ｂ
は
プ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
を
表
す
）
の
提
供
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、

フ
レ

ッ
ツ

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
つ
い
て

も

一
秒
間
で
新
聞

一
〇
ペ
ー
ジ
分
に
相
当
す
る
情
報

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

一
・
五
Ｍ

（
メ
ガ
）
タ
イ

プ
か
ら
そ
の
五
倍
の
情
報
を
受
け
ら
れ
る
八
Ｍ
タ
イ

プ
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は

「
フ
レ

ッ
ツ

。
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

モ
ア
」
と
い
う

一
秒
間
で
新
聞
三
日
分

の
情
報
を
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
開
始
し
、
合
わ
せ
て

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
頂
け
る

エ
リ
ア
の
拡

大
を
行
う
な
ど
、
昨
年
は
ま
さ
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

時
代
の
始
ま
り
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
四
国

全
域
ど
こ
で
で
も
時
間
を
気
に
せ
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年
十
二

月

に
は
フ
レ

ッ
ツ

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
サ

ー
ビ

ス
提
供

エ

リ
ア
を
四
国
全
域
に
拡
大
し
ま
し
た
．　
一
方
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド

コ
モ
四
国
に
お
い
て
も
、
昨
年
四
月
か
ら

「
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
携
帯
電
話
端
末

で
映
像
も
送
受
信

で
き
る
モ
バ
イ
ル
通
信
サ
ー
ビ

ス
や
、
デ

ィ
ジ
タ
ル

写
真
を
送
受
信

で
き
る

「
ｉ
ｌ
シ
ョ
ツ
ト
」
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
な
ど
、
移
動
体
通
信
に
お
い
て
も
電

話
か
ら
映
像
通
信
と
い
う
プ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
に

移
行
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
き
な
環
境
変
化
の
中
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
で
は
、
プ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
多

く
の
方

々
に
低
廉
な
料
金

で
ご
利
用
頂
く
た
め
に
、

ま
た
同
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
他
事
業
者
と
の

競
争

に
打
ち
勝

っ
て
い
く
た
め
に
も
、
更
な
る

コ
ス

ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善
が
必
要
と
な
り
、
昨
年

五
月
に
電
電
公
社
発
足
以
来
最
大
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
事
業
構
造
の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の

結
果
、
四
国
地
域

に
お
い
て
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア

ク
ト
四
国
、
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
、
ビ
ジ
ネ

ス
ア
ソ
シ

エ
四
国
の
三
社
を
設
立
し
、
新
た
な
愛
媛
支
店
と
と

も
に
事
業

の
発
展

・
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

）

じ
、
新
生

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
構
造

の
改
革

に

よ
り
ま
し
て
、
昨
年
十

一
月

に
発
表
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本

の
中
間
決
算

で
は
、
収
益
が
減
少
す
る
中

で
費

用
の
大
幅
な
低
減
が
図
れ
何
と
か
経
常
利
益
を
計
上

す
る
こ
と
が
で
き
、
会
社
発
足
以
来
目
標
と
し
て
き

た

「
黒
字
構
造

へ
の
転
換
」
に
向
け
て
布
石
を
打

つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
間
決
算
発
表
直
後
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
の
新
た
な
事
業
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て

『

”光
“
新

世
代
ビ
ジ

ョ
ン
』
を
公
表
し
、

『
プ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

で
レ
ゾ
ナ
ン
ト

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
世
界

へ
』

（
レ
ゾ
ナ
ン
ト
は
共
振
、
共
鳴
す
る
と

い
う
意
味
）

と
銘
打

っ
て
、
ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ

て
新
し

い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
環
境
を
創
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
が
ご
要
望
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス

を
開
発

・
提
供
し
て
い
く
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
な
問
題

の
解
決

に
寄
与
し

て
い
こ
う
、
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
私
ど
も
は
こ
う
し
た
新
た
な
□
標

に
向
か

っ
て
、
グ
ル
ー
プ
各
社
が
連
携
し

て
お
客
様

の
期
待
と
ご
要
望

に
応
え
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方

の

一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
上
げ
ま
す
。

合
わ
せ
ま
し
て
、
皆
様

に
は

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
ネ

ッ

ト
四
国
」
を
ご
活
用
頂
き
ま
し

て
、
電
子
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
皆
様

の
生
活

の
充
実

に
お
役
立

て
頂
き
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛

好
者
の
輪
を
広
げ

て
頂
く
こ
と
を
お
願

い
す
る
次
第

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
四
国
電
友
会

の
ご
発
展

と
会
員
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し

ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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―
―

グ
ル
ー
プ
全
体

で
は
売
上
が
減
少

―
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
昨
年
十

一
月
十
八
日
、
平
成
十
四
年
度

中
間
期

の
決
算
概
況
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
を
見
る
と
、
営
業
収
益
は

一
兆
千
三
十
四
億
円

（対
前
年
比
千
三
十
四
億
円
の

減
）
、
営
業
費
用
は

一
兆
九
百
五
十
七
億
円

（対
前

年
比
千
八
百
十

一
億
円
の
減
）
で
あ
り
、
営
業
外
利

益
も
含
め
た
経
常
利
益
は
百
十
億
円
と
、
中
間
決
算

と
は
い
え
初
め
て
の
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

営
業
収
益
は
千
億
円
を
越
え
る
減
収

で
す
が
、
こ

れ
は
通
話
料
等
の
固
定
電
話
収
入
の
減
が
大
き
く
影

響
し

て
い
ま
す
。　
一
方
、
営
業
費
用
は
構
造
改
革
の

推
進
と
全
般

に
わ
た
る
費
用
の
削
減
の
効
果
に
よ
り

大
幅
な
減
少
と
な

っ
た
結
果
、
収
支
は
黒
字
と
い
う

減
収

・
増
益
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
年
間
の
見
通
し
で
も
、
黒

字
を
確
保
す
る
見
込
み
と
し
て
い
ま
す
。

次

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体

（
連
結
）
を
見
る

と
、
や
は
り
減
収

・
増
益
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
タ
ル
の
営
業
収
益

が
減
少
と

い
う
こ
と
は
、
民
営
化
後
初
め
て
の
こ
と

で
す
が
、　
一
過
性

の
も

の
で
は
な
く
、
大
き
な
転
換

期

に
さ
し
か
か

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
営
業
費
用
の
面

で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・
西
の

構
造
改
革
実
施
等

に
よ
る
費
用
の
大
幅
減
の
効
果
で

グ
ル
ー
プ
を
連
結
し
た
決
算

で
は
黒
字
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
の
見
通
し
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・
西
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
、
ド

コ
モ
の
四
社
が
、
売

上
の
回
復
が
見
込
め
な
い
状
況
か
ら
、
営
業
収
益
を

当
初
計
画
か
ら
下
方
修
正
し

て
い
ま
す
が
、
各
社
と

も
費
用
の
縮
小
等
で
最
終
利
益
は
プ
ラ
ス
に
す
る
計

画

で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
タ
ル
で
は
、
二
千
五
十

億
円
の
黒
字
の
見
込
み
と
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ

「
光

・
新
世
代
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
発
表

―
―

五
年
～
十
年
先
を
見
据
え
て

―
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
社
は
、
昨
年
十

一
月
二
十
五
日
、
ブ

ロ

ー
ド
バ
ン
ド
事
業

の
ビ
ジ

ョ
ン
と
し

て
、

「
光

。
新

世
代
ビ
ジ

ョ
ン

ー
ー

ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド

で
レ
ゾ
ナ

ン
ト
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
世
界

へ

―
こ

を

発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
今
後
、
五
年
～
十
年
先
を
見

据
え
て

「
光
」
に
よ
る
本
格
的
な
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

時
代
の
社
会
生
活
や
企
業
活
動
を
展
望
し
、
そ
れ
に

向
け
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
構
想
を

「
ビ

ジ

ョ
ン
」
と
し

て
策
定
し
た
も

の
で
す
。

ビ
ジ

ョ
ン
の
柱
と
な
る
考
え
方
は
、

「

”光
“
を

洪
水
的

に
普
及

。
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本

格
的
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
を
招
来
し
よ
う
」
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
キ

ー
ワ
ー
ド

の

「
レ
．ソ
ナ
ン

ト
」
は
、
共
鳴
す
る
、
共
振
す
る
、
響
く
を
意
味
す

る
言
葉

（英
語
）
で
す
。

五
年
～
十
年
先

の
Ｉ
Ｔ
社
会
は
、

「
光
」
を
ベ
ー

ス
に
し
た
映
像
と
双
方
向

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

の
時
代

で
あ
る
と
想
定
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
、
そ
れ
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
端
末
や
ア
ク
セ
ス

の
手
段
を
、
安
全

。
確
実

。
簡
単

に
、
ど
ん
な
相
手

と
も
情
報

の
交
流
が
で
き
る
よ
う
な
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
併
せ
て
、
そ
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
上

で
の

先
進
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
開
拓
や
利
用
方
法

の

創
出
と
提
供
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

ビ
ジ

ョ
ン
に
付
記
さ
れ
た
、
想
定
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
身
近
な
も
の
の

一
例
と
し
て
は
、

「
香

り
や
感
触
を
伝
え
る

『
五
感
通
信
シ
ス
テ
ム
』
」
、

「
消
費
電
力
が
従
来
比
十
万
分

の

一
で

『
一
年
間
充

電
不
要
な

モ
バ
イ
ル
端
末
』
」
等
も
あ
り
ま
す
。

N tt Tグループ平成 14年度中間決算概要 (単位 :億円)

注11「 NTT連絡」は、連結対象となるグループ333社始計である。
注2:コ ミュニケーションズ及びドコモの当期利益は、海外投資減損の影響力状き(出■る。

西日本 東日本 ]、 ュ_ケー

ションズ
データ
(酷 )

ドコモ

(1動徳)

NTT連 結

営業収益
(対前年同期比)

11,031

(11, 011)

11,118

(11, 089)

5,757

(617)
3,790

( 308)

23,483

( 455)

53675
(1  921)

経常利益
(対前銅司期比)

110

(865)
198

(660)
72)

(341)
224

(25)
280

146) (

7,698

5,196)

当期利益 ▲

年Fnll益 (予想) 1,820 2,
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。
商
　
口万
　
　
株
式
会
社

エ
ヌ

ｏ
テ
ィ

ｏ
テ
ィ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

。
所
在
地
　
　
愛
媛
県
松
山
市

一
番
町
四
丁
目
二
番
地

。
代
表
取
締
役
社
長
　
　
古
川
　
清
二

・
設
　
立
　
　
昭
和
六
十
三
年
六
月
七
日

・
社
員
数
　
　
一
三
二
五
〇
名

。
営
業
拠
点
　
　
本
社
　
　
愛
媛
支
店
　
香
川
支
店

徳
島
支
店
　
一局
知
支
店
　
東
京
支
店

情
報
流
通
市
場

に
お

い
て
は
、
本
格
的
プ

ロ
ー
ド

バ

ン
ド
時
代

の
到
来

に
よ
り
、
固
定
電
話
か
ら
携
帯

電
話

へ
の
シ
フ
ト
に
加
え
、
相
互
接
続

の
低
廉
化
、

マ
イ
ラ
イ
ン
制
度

の
導
入
、
対
抗
上

の
料
金
値
下
げ
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
定
額
制
な
ど
固
定
電
話

の
収
入

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
で

は
、
当
社

の
強
み
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ａ
資
格

。
Ｃ
Ｃ
Ｎ

Ｐ
資
格

に
代
表
さ
れ
る

「
高
度
な
技
術
力
」
、

「
情

報
通
信

に
携
わ

っ
て
き
た
豊
富
な
経
験
」
、
　
コ

一十

四
時
間

・
三
百
六
十
五
日
の
ト
ー
タ
ル
フ
ル
サ
ポ

ー

ト
」
、

「
全
国
を
網
羅
す
る
充
実
し
た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
等
、
こ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
密
着

の

事
業
運
営
の
中

で
、
創
意

・
工
夫
を
凝
ら
し
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業
務

の
確
実
な
運
営
と
Ｉ
Ｐ

系
を
中
心
と
し
た
業
容
拡
大

の
積
極
的
な
展
開
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、　
一
方
、
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

の
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
第
二
種
事
業

の

「
Ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ａ
」
が
昨
年
六

月

に
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
、
契
約
数
も
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
Ｂ
フ
レ

ッ
ツ
対
応
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
等

の
充
実
拡
大
を
図
り
、
Ｉ

Ｐ
事
業
領
域

へ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ク
ト
四
国
と
三
位

一
体
と
な
り

競
争
対
抗
営
業
を
展
開
し

て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
．

田

エ
ヌ

・
テ
ィ

・
テ
ィ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
は
、
昨

年
五
月

一
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
帰
属
の
Ｍ
Ｅ
会
社
を

統
合

。
再
編
し
、

「
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ヤ
リ
ス
ト
集
団
」

と
し

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
と

一
般
市
場

向
け
事
業
を
行
う
設
備
系
会
社
と
し
て
設
立
し
ま
し

た
。社

会

の
Ｉ
Ｔ
化
と
と
も

に
、
情
報
流
通
市
場
を
取

巻
く
環
境
が
急
激
か

つ
構
造
的

に
変
化
し
、
異
業
種

も
含
め
た
事
業
者
間

の
価
格
破
壊
的
な
競
争
が
熾
烈

化
し

て
い
る
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
最
大

の
目
標

で

あ
る
平
成
十
四
年
度

「
黒
字
化
」
を
達
成
し
、
平
成

十
五
年
度
以
降

の
安
定
的

「
黒
字
化
」
に
向
け
て
、

光
を
中
心
と
し
た
、
プ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
ビ
ジ
ネ

ス
の

展
開
及
び
更
な
る
業
容
拡
大
、
徹
底
し
た

コ
ス
ト
削

減
を
行

い
、
経
営
基
盤

の
強
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
の

「
黒
字
化
」
と

「
自
立

化
」
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
全
社

一
九
と
な

っ
て

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
の
事
業
内
容
は
、
大
き
く
分
け

て
二
つ
に
区
分
で
き
ま
す
。

一
つ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業
務
で
あ

る
、
情
報
通
信
設
備
の
構
築

・
維
持

。
管
理

・
運
用

等
と
い
っ
た
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
業
務
の
事
業
化
売
上
げ

で
す
。

も
う

一
つ
は
、
業
容
拡
大
の
売
上
げ
で
、
法
人
市

場
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に
よ
る
Ｌ

Ａ

Ｎ

。
Ｗ

Ａ

Ｎ

、

Ｃ

Ａ

Ｔ

Ｖ

、

電

子

地

図

と

い

っ
た

情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
の
提
案
業
務
や

一
般
市
場

で
の

各
種
シ
ス
テ
ム
や
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
独
自
商
品
を
提

案
す
る
カ
ス
タ

マ
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
業
務
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
の
通
信
機
器
販
売
業
務
を
中
心
に
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ

ス
に
関

す
る
シ
ス
テ
ム
や
商
品
の
提
案

に
積
極
的

に
力
を
注

ぐ
と
と
も
に
、
新
サ
ー
ビ

ス

・
商
品
の
開
発
に
努
め

事
業

の
拡
大
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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「
第
十

二
回
電
友
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」

受
賞
者
表
彰
式
開
催

電
友
会

で
は
、
長
年

に
わ
た

っ
て
地
道
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
又
は
団
体
を

表
彰
し

て
い
ま
す
。

本
年
度

の
表
彰
式
は
、
平
成
十
四
年
十

一
月
二
十

日
、
銀
座

ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、

「
第
十
二

回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
と
し
て
、
全
国

か
ら
個
人
二
十
九
名
、
団
体
六
団
体

に
対
し
、
村
上

会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
又
は
団
体

の
代
表
者
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
か
ら
は
、
水

口
寛
さ
ん

（愛
媛
県
）
と
浜
野

昌
子
さ
ん

（高
知
県
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
五
年

に
活
動
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

そ
の
後
も
活
動
を
続
け

て
い
る
九
団
体
が
、

「
第
二

回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
長
期
継
続
団
体
賞
」

（特
別
賞
）
と
し
て
再
表
彰
さ
れ
、
四
国
か
ら
は
、

「
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

Ｎ

Ｔ

Ｔ

松

山

Ｏ

Ｂ

会

」

と

「
ボ

ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ
会
」
が
該
当
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（第
十
二
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
）

水
口
　
寛
さ
ん

　

（
６８
歳
）
愛
媛
県
砥
部
町

☆
点
訳
奉
仕
を
通
じ
て
の
視
覚
障
害
者
支

①
　
平
成
二
年
に
点
訳
の
講
習
を
受
け
て
以
来

点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ

「
春
蘭
会
」
に
入
り
点
訳

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
に
は
、
点

訳
五
、
〇
〇
〇
ぺ
―
ジ

を
達
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
愛
媛
県
視
覚
障
害

者
協
会
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
　
五
～
六
年
前
か
ら
は
、
他

の
会
員
が
点
訳

し
た
も
の
を
校
正
す
る
と
い
う
立
場

に
も
な

っ

て
お
り
、
校
正
し
た
も
の
は
す
で
に
約
七
、
〇

〇
〇
ペ
ー
ジ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

点
訳
本
は
、
愛
媛
県
点
字
図
書
館
か
ら
国
会

図
書
館

へ
登
録
さ
れ
、
全
国
に
貸
出
配
本
さ
れ

て
い
ま
す
が

「
春
蘭
会
」
の
点
訳
は
誤
字
等
が

な
い
こ
と
で
全
国
的
に
名
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
水
口
さ
ん
の
緻
密

で
卓
越
し
た
校

正
技
術
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

③
　
平
成
十
二
年
に

「
春
蘭
会
」
副
会
長
に
就

任
。
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

・
拡
大
に
努

め
る
ほ
か
途
中
視
覚
障
害
者

の
家
庭
を
訪
問
し

て
の
点
字
指
導
、
小

。
中
学
校
を
訪
問
し
て
の

体
験
学
習
の
指
導
、
郵
便
ポ

ス
ト

ヘ
貼
付
す
る

収
集
時
刻
の
点
訳
シ
‐
ル
作
成
支
援
等

々
点
訳

作
業

に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

浜
野
昌
子
さ
ん

　

（
６５
歳

）
高
知
県
南
国
市

☆
医
大
附
属
病
院
で
の
総
合
案
内

に
協
力

①
　
平
成
九
年
十
二
月
か
ら
、
高
知
医
科
大
学

附
属
病
院
で
、
外
来
患
者
を
受
付
窓
ロ
ヘ
案
内

す
る
な
ど
の
手
助
け
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

②
　
活
動
内
容
は
、

一
週
四
日
、
午
前
八
時

三
〇
分
か
ら
三
時
間
、

病
院

の
待
合
室

に
立

っ

て
、
受
付
に
戸
惑

っ
て

い
る
患
者
と
対
応
し

て
、

予
約
の
有
無

の
確
認
、
診
察
申
込
み
の
記
入
要

領
、
車
椅
子
の
手
助
け
の
要
否
な
ど
の
案
内
や

手
助
け
を
す
る
こ
と
で
す
。

③
　
応
対
の
相
手
が
病
院

へ
来
る
患
者
と
い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、
言
葉
づ
か
い
や
態
度

に
は
細

心
の
心
く
ば
り
を
す
る
と
と
も

に
、

「
押
し

つ

け
や
親
切

の
押
し
売
り
は
ノ
ー
。

こ
こ
ろ
を
添

え
た
、
ほ
ど
よ
い
お
節
介
は
イ

エ
ス
」
と

い
う

こ
と
を
念
頭
に
応
対
し
て
い
ま
す
。

④
　
こ
の
活
動
時
間
が

一
、
〇
〇
〇
時
間
を
越

え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
に
は
同
病
院
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
患
者
か
ら
の
感

謝
の
言
葉

（投
書
）
が
同
病
院

の

「
病
院

ニ
ュ

ー
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
も

い
ま
す
。

（第
二
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
長
期
継
続

団
体
賞
）

（特
別
賞
）

守
康
）↑
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・
ク
リ

ー
ン
作
戦

（石
手
川
公
園
、
港
、
海
岸
、

峠

で
の
ゴ
ミ
や
空
缶
拾

い
）

・
老
人
施
設

の
訪
問

（踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
等
演

芸

で
の
慰
間
と
対
話
）

。
老
人
施
設
の
お
年
寄
り
の
外
出

（
お
寺
参
り

や
買
物

）
の
と
き

の
車
椅
子

で
の
介
助

・
高
齢

（
八
十
歳
以
上
）
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
の

家
庭
訪
問

家
庭

で
眠

っ
て
い
る
品
物
を
持
ち
寄

っ
て
フ

リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
参
加

（資
源
の
有
効
利

用
と
活
動
資
金
集
め
の

一
助
）

電
信
電
話
記
念
日
の
表
彰

平
成
十
四
年
度
電
信
電
話
記
念
日
に
あ
た
り
、
長

年
に
わ
た

っ
て
電
信
電
話
事
業

に
協
力
さ
れ
た
次

の

会
員
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略

‥
五
十
音
順
）

（愛
媛
県
）

敷
村
サ
ガ
ノ

（松
山
市
）

（香
川
県
）

渋
谷
　
　
工

（丸
亀
市
）

矢
野
　
和
昭

（高
松
市
）

（高
知
県
）

東
定
　
鈴
子

（高
知
市
）

本
部

で
の
会
議
模
様

芳
野

松
永

山
本

和
田

（松
山
市
）

（
三
木
町
）

（坂
出
市
）

（高
知
市
）

ｍ
第
二
十
八
回
理
事
会

平
成
十
四
年
十

一
月
二
十
日
、
第
二
十
八
回
理
事

会
が
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
芳
野
本
部

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
①
第
十
二
回

「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
賞
」
の
審
査
委
員
会
結
果
報
告
②
情
報
化

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
③
平
成
十
四
年
度
電
信

電
話
記
念
日
祝
賀
式
典
等
の
実
施
状
況
、
等
で
し
た
。

０
第
十
七
回
事
務
局
長
会
議

平
成
十
四
年
十

一
月
二
十

一
日
、
第
十
七
回
事
務

局
長
会
議
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
本
社
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、

稲
毛
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
①
第
十
九
回
常
任
理
事
会
で
の
審

議
模
様
の
報
告
②
第
十
二
回

「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
賞
」
審
査
委
員
会
結
果
報
告
③
平
成
十
四
年

度
電
信
電
話
記
念
日
祝
賀
式
典
等
の
実
施
状
況
④
情

報
化
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
⑤
電
友
会
傷
害
保
険
関
係

（協
定
書
の
締
結
、
十
四
年
度
電
友
会
傷
害
保
険
の

募
集
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
）
⑥
電
友
会
活
動
補
償
保
険
の

提
案
、
等
で
し
た
。

第
二
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

（愛
媛
）

愛
媛
電
友
会

で
は
、
平
成
十
四
年
十
月
十
七
日
、

秋
晴
れ
の
も
と
、
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
北
条

で
第
二
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
百

一
名
、
結
果
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

（
ハ
ン
デ

ィ
は
ダ
ブ
ル
ベ
リ
ア
方
式

で
実
施
。
た
だ

し
、
会
報

で
は
ネ

ッ
ト
の
小
数
点
以
下
を
省
略
）

優
　
勝
　
金
井
　
信
幸

（グ

ロ
ス
８９
　
ネ

ッ
ト
６９
）

準
優
勝
　
天
野
　
　
潔

（グ

ロ
ス
７６
　

不ヽ
ツ
ト
７‐
）

〓
一　
位
　
今
城
　
幸
男

（
グ

ロ
ス
９４
　

不ヽ
ツ
ト
７‐
）

ベ

ス
ト
グ

ロ
ス
　
天
野
　
　
潔

（グ

ロ
ス
７６
）

な
お
、
今
回
は

「
ド
ラ

コ
ン
賞
」
の
ほ
か
に

「
ド

ラ
短
賞
」
も
設
け
、
長

い
ホ
ー
ル
で
あ
え
て
短
く
打

つ
技

（
？
）
を
競
う
な
ど
、
親
睦

の

一
日
で
し
た
。

親
睦
旅
行
は
山

口
方
面

へ
　

　

（愛
媛
）

愛
媛
電
友
会

で
は
、
平
成
十
四
年
十

一
月
十

一
日

か
ら

一
泊
二
日
で
恒
例
の
親
睦
旅
行
を
実
施
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
三
十
八
名
は
、
バ

ス

で
し
ま
な
み
海
道
を
経
由
し
山
口
県
入
り
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
山
口
市
内
観
光

の
後
、
湯
本
温
泉
泊
。

二
日
目
は
仙
崎
港
か
ら

「
青
海
島
観
光
ク
ル
ー
ジ

ン

グ
」
、
続

い
て
萩
市
内
観
光

の
後
、
無
事
、
愛
媛

ヘ

一戻
り
ま
し
た
。

宿
で
の
大
宴
会

（
？
）
は
、
自
慢

の
喉
を
披
露
し

マ
イ
ク
を
離
さ
な
い
者
、
現
地
人
顔
負
け
の
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
踊
る
者
等
、
大

い
に
親
睦
を
は
か
れ
た
小
旅

行

で
し
た
。

昌  政
寛  典 政

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
Ｎ

Ｔ

Ｔ
徳

島

０

８
会

（会
員
数
　
３０
各
　
　
朗
麹
和
　
児
島
　
貞
雄

市
内
を
通
る
国
道

の
清
掃

（空
缶
拾

い
等
）

吉
野
川
河

口
で
の
ゴ
ミ
拾

い

阿
波
踊
り
前

の
公
衆
電
話
ボ

ッ
ク
ス
の
清
掃

ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
な

っ
て
い
る
神
社

の
清
掃

海
開
き
前

の
海
岸

の
清
掃

使
用
済
み
切
手
の
収
集

・
拠
出

・
歳
末
助
け
合

い
や
赤

い
羽
根
等
の
募
金
活
動

・
高
齢

（
八
十
歳
以
上
）
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
訪

間
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電
友
会
設
立

「
四
十
周
年
記
念
旅
行
」
　

（香
川
）

―
―
南
紀
勝
浦
　
高
野
山

・
白
浜
温
泉

へ

‐―
‘

香
川
電
友
会

で
は
、
今
年
が
設
立
四
十
年
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、

「
四
十
周
年
記
念
旅
行
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

平
成
十
四
年
九
月
二
十
日
、
県
内
各
地
か
ら
出
発

し
て
大
型
バ

ス
ニ
台

で
、
南
紀
勝
浦

・
高
野
山

・
白

浜
を
ゆ

っ
く
り
と
二
日
間
か
け
て
廻
り
ま
し
た
。

香
川
電
友
会
始
ま

っ
て
以
来
、
初
め
て
の
旅
行
企

画
な
の
で
、
会
員

の
期
待
も
大
き
く
、
料
金
も
格
安

で
、
熊
野
古
道
散
策
、
熊
野
本
宮
や
那
智

の
滝
、
那

智
大
社

の
ほ
か
、
高
野
山

で
は
奥

の
院
参
拝
な
ど
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
盛
り
沢
山
。

も
ち

ろ

ん
温
泉
も

と

い
う

こ

と

で
宿
泊

は
南
紀
勝

浦

ホ

テ
ル

浦
島

と
白

浜
温
泉
泊

ま
り
。

参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
、
是
非
、

毎
年
実
施
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
大
き
く
、
大
成
功

の
う
ち
に
無
事
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

―
―

古
都
奈
良
と
明
日
香
村
散
策
と

伊
賀
上
野
の
旅

―
―

　
　
（高
知
）

高
知
電
友
会

で
は
、
平
成
十
四
年
十
月
七
日
～
九

日
の
二
泊
三
日
で
、
恒
例
の

「
秋
の
観
光
バ

ス
ツ
ア

ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
四
十
二
名

で
観
光
バ

ス
に
乗
草
。
高
知
自

動
車
道
か
ら
徳
島
自
動
車
道
を
経
由
し
、
更
に
、
淡

路
島

ハ
イ
ウ

エ
イ
、
明
石
海
峡
大
橋
と
道
中
を
楽
し

み
な
が
ら
、
古
都
奈
良

へ
と

一
路
急
ぎ

一
日
目
の
行

程
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
目

は
、
奈
良

市
内
観
光

か
ら
明
日

香
村

へ
と

移
動
し
、

古
代
文
化

を
十
分
堪

能
し
、
榊

原
温
泉

で

一
泊
し
ま

し
た
。

三
日
目
は
、

「
忍
者

の
里
」
伊
賀
上
野
を
訪
ね
、

更

に
は
、
信
楽
焼

で
有
名
な
信
楽
ま

で
足
を
延
ば
し

た
後
帰
路

に

つ
き
、
予
定
通
り
午
後
七
時
頃

に

「
は

り
ま
や
橋
」

へ
帰
着
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
無
事
故

で

一
人
の
落
伍
者
も
な
く
楽
し

い
旅
行
が
で
き
、
い
つ
も
な
が
ら
世
話
役

一
同
胸
を

撫

で
下
ろ
し
た
次
第

で
す
。

◇

◇

（寄
　
稿
）

さ
ら
ば
―

『
松
電
つ
ど
い
の
会
』

西
原
　
外

（北
条
市
）

二
〇
〇
二
年

（平
成
十
四
年
）
十

一
月
九
日
、
部

門
別
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
は
、
四
国
で
も
数
少
な
い
と

本州最南端の町 :串本
橋杭岩で (香川)

奈良公園で

(高知)

迫 よ 社  会 う代  し退 思  六 務 い  の 思
る う に は と声 の しみ 職 い 年 三 な た こ幕 わ
思 に と か い も流 か の 以 出 に 年 ど 時 の を れ
い 頭 つ ら う あ れ し― 来 を 一 ⌒ の 代 会 下 る
で の で ず こ り に な つ 十 語 回 昭 業 に は ろ ¬
し中

｀
も と ま は か と年 る の 和 務

｀ ｀
し松

た を 現
｀
に し逆 らな 余 場 懇 三 に モ 旧 ま 電〔

か 役 こ な た ら
｀つり と親 十 携 1逓 しつ

け 時 の りが え 昨 て
｀
な 会 八 わ ル 信 た ど

め 代 最 ま
｀
ず 今 お 毎 つが 年 つス 省

°
い

くの 後 し惜
｀
の り年 て 開

Vて
通 松  の

り こ の た し存 情 ま欠 い か に い 信 山  会

正なお 乳管講た省壱快復もを意 ヌ
に ど 司  な て 老

°
ず た 旧 さ B口 局  ｀

｀
も会  が ほ 齢  出

°
交 れ 達 。と そ

万 走 を  ら し化  席 私 を ま で 配 言  の
感 馬 務  解 い な  しな 温 し

｀
達 わ  四

胸 灯 め  散 と ど  ｀
ど め た 一 。れ  十

に の た  大 い D寺  楽 も
｀ °

九 庶 て  年

①
-8-
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二
〇
〇
三
年
健
康
保
険
医
療
動
向
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
　
松
山
病
院
長

井
上
　
賢
二

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方

に
と
り

ま
し
て
、
今
年
も
ど
う

か
よ
い
年

で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
致
し
て
お

り
ま
す
．

正
月
早
々
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
経
済
不

況
は
、
未
だ
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
せ
ず
、
そ
の
影
響

は
医
療

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
す

で
に
昨
年
十
月

に

は
、
老
人
保
険

の
改
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
外
来

で
も

一
割
な
い
し
三
割

の
自
己
負
担
が
、
課
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
四
月
よ
り
、
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
の
自
己
負
担
率
は
、
三
割
か
ら
三
割
に

増
加
す
る
こ
と
等
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
二
〇
の

一
年
度

の
総
医
療
費
は
、
三
十

兆
円
超

（介
護
保
険
は
除
く
）
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

二
〇
二
五
年

に
は
八
十

一
兆
円
に
な
り
、
そ
の
半
分

を
高
齢
者
医
療
費
が
占
め
る
と

い
わ
れ
、
現
下
の
少

子
高
齢
化
社
会

で
は
、
健
康
保
険
制
度
が
成
り
立
た

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
．

さ
て
、
総
医
療
費
二
十
兆
円
の
う
ち
七
十
歳
以
上

の
医
療
費
は
十

一
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
が
支

払

っ
た
額
は

一
兆
円
で
、
残
り
の
十
兆
円
の
う
ち
税

金
か
ら
二
兆
円
、
残
り
の
七
兆
円
を
健
保
組
合
が
拠

出
金

で
補

っ
て
い
ま
す
が
、
組
合

に
と

っ
て
大
き
な

負
担
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

健
保
組
合

に
は
、
公
務
員
の
共
済
組
合
、
大
手
企

業

の
健
保
組
合
、
中
小
企
業

の
政
府
管
掌
保
険
、
自

営
業
者

・
高
齢
者
等
の
国
民
健
康
保
険
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
政
府
管
掌
保
険
は
社
会
保
険
庁
が
全
国

一
手

に
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
赤
字

に
転
落
す
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
に
約
三
千
二
百
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
う
ち
６０
％

強

に
あ
た
る
二
千
十
二
の
自
治
体
が
赤
字

で
、
国
保

全
体
の
赤
字
額
は
四
千
百
四
十
七
億
円
に
な

っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
施
策
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
し

ょ
う
か
。

目
下
、
①
現
行
健
保
組
合
制
度
の
改
変
と
②
新
し

い
高
齢
者
医
療
制
度
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
①
現
行
健
保
組
合
制
度
で
す
が
、
組
織
の

改
変
と
資
金
支
援
策
が
二
大
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
ま

す
。組

織

の
改
変

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

”分
割
“
と

”統

合
“
で
す
。
即
ち
、
政
府
管
掌
保
険
は
、
厚
生
労
働

省
社
会
保
険
庁
が
全
国
を

一
手
に
運
営
し

て
い
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
き
め
が
荒
く
な
り
が
ち

で
、
運
営

上
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
を
県
単
位
に

分
割
し
、
よ
り
細
か
い
運
営
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。か

た
や
国
民
健
康
保
険
は
、
市
町
村
単
位
で
す
か

ら
、
東
京

の
よ
う
な
大
都
市
か
ら
加
入
者
数
百
人

の

村
ま
で
多
数
あ
り
、
自
治
体
間
で
保
険
料
、
サ
ー
ビ

ス
に
大
き
な
格
差
を
生
じ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
は

県
単
位
に
統
合
さ
せ
、
財
政
基
盤
の
安
定
と
格
差
の

解
消
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
資
金
支
援
策
で
す
が
、
支
援
の
流
れ
は
、

一

資
金

の
潤
沢
な
大
手
企
業
健
保
や
共
済
組
合
か
ら
政

府
管
掌
保
険
や
国
保

へ
と
な
り
、
支
援
側

に
は
負
担

増
と
な
り
ま
す
。

本
来
、
互
助

の
精
神

で
成
り
た

っ
て
い
る
健
康
保

険
制
度
な
の
で
す
が
、
利
害

の
対
立
が
生
じ
ま
す
の

で
、
厄
介
な
問
題

で
す
。

次

に
、
②
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
が
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上

（
現
行
七
十
歳
）
の
方
が
対
象

に

な
り
ま
す
が
、
与
党
案
と
厚
生
労
働
省
案

の
二

つ
が

俎
上
に
あ
り
ま
す
。
与
党
案

の
概
略
は
、
高
齢
者
の

独
立
し
た
新
し
い
保
険
を
作
る
も
の
で
す
が
、
病
気

に
な
る
可
能
性
の
高

い
高
齢
者
だ
け
の
保
険
を
維
持

す
る
に
は
、
支
援
資
金

の
出
所
を
は
じ
め
、
運
営
母

体
を
誰

に
す
る
か
等
、
多
く
の
難
問
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
案
は
独
立
し
た
保
険
は
作
ら
な
い
で
、

若

い
年
齢

の
加
入
者

の
多

い
保
険
制
度
が
、
高
齢
者

の
多

い
保
険
制
度
を
財
政
支
援
す
る
と
い
う
助
け
合

い
方
式

で
す
が
、
負
担
増
と
な
る
経
済
界
、
健
保
組

合
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

お
金
だ
け
で
は
は
か
れ
な
い
健
康

に
関
す
る
重
要

案
件

で
す
か
ら
、
政
府
任
せ
に
し
な

い
で
注
目
す

べ

き

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
若

い
う
ち
は
元
気

で
も
、

歳
を
重
ね
る
に
従

い
健
康
を
損
ね
る
こ
と
が
多
く
な

る
の
は
自
然

の
理
で
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
た
ど
る
路

で
あ
り
ま
す
。

互
助
の
精
神

で
、
知
恵
と
工
夫
を

こ
ら
し
、
い
く

つ
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
治
療

に
専
念

で
き
る
し
く

み
が
整
う
よ
う
念
願
し
て
い
ま
す
。
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◆
　
主日
山
　
嘉
元

　

（多
度
津
町
）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
つ
加
齢
し

て
六
十
四
歳
。
現
役
時
代
気

に
も
留

め
な
か

っ
た
加
齢
。
今
重
く
感
じ
る
。

引
退
後
二
年
。
ゴ

ロ
寝
、
濡
れ
落
葉
、
心
身
と
も

老
齢
化

へ
の
反
発
か
ら
、
近
隣
町
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン

タ
通
い
。
バ
タ

フ
ラ
イ
、
チ

ェ
ス
ト
、
シ

ョ
ル
ダ
プ

レ
ス
、
レ

ッ
グ
カ
ー
ル
等
ト
レ
ー
ナ
ー
と
ボ
デ

ィ
ビ

ル
デ

ィ
ン
グ

ハ
イ
ブ
ル
を
手
本

に
各
種
目
五
十

ｋｇ
引

き
上
げ
と
、
三
度
日
の
八
十
八

ヶ
所
自
転
車
巡
り
、

手
間
を
か
け
な
い
突
然
死
も
視
野
に
入
れ
頑
張

っ
て

お
り
ま
す
。

地
域

で
は
、
八
十
八
戸

の
自
治
会
長
を
拝
命
し
、

毎
日
、
多
忙
を
極
め
て
お
り
ま
す
。

◆
　
井
出
　
憲
博

　

（今
治
市
）

光
陰
矢

の
如
し
。
退
職
後
、
は
や
二
十
年
を
迎
え

た
。
十
五
年
前

に
体
育
指
導
、
農
業
、
両
親

の
看
取

り
や
新
築
、
暴
飲
暴
食
と
過
労
が
祟
リ
ダ
ウ
ン
。
有

世
無
世
と
七
度
も

一
日
に
、
八
度
目
に
開
眼
、
現
在

に
至
る
。

た
だ
、
高
血
圧
の
薬
は
今
も
。
身
体

の
不
自
由
も

今
は
な

い
。
車

の
運
転
も
何
と
か
や

っ
て
い
る
。
安

心
し
て
区
切
り
の
時
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
る
の
み
。

十
五
年
も
話
し
合

っ
た
今
治
新
都
市
開
発
。
山
、

田
畑
、
宅
地
、
家
、
お
ま
け
に
神
社
、
墓
地
ま

で
全

財
産

の
提
供
と
収
容
替
え
の
嵐
が
吹
き
ま
く

っ
た
最

後
の
二
年
間
、
火

の
出
る
思

い
。
今
は
当
市
松
本

に

落
ち
着

い
た
。
お
立
ち
寄
り
の
程
を
。
　
一‐蓋
己
埃
成
」

◆
　
伊
藤
　
博
文

　

（徳
島
市
）

平
成
十

一
年
二
月
末
退
職
。
そ
の
後
、
家
業
を
妻

と
二
人

で
、
友
人

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
し
て
い
ま
す
。

作
物
は
、
菜
の
花

。
加
工
用
シ
ソ

。
す
だ
ち

。
米
等

を
作

っ
て
お
り
ま
す
。

地
域

で
は
、
徳
島
市
農
協
菜

の
花
統

一
部
会
長
、

徳
島
東
少
年
補
導
協
助
員

（徳
島
東
警
察
署
長
委
嘱
）

、
寺
総
代
等
の
お
世
話
を
し
な
が
ら
、
結
構
多
忙
な

毎
日
で
す
が
元
気
で
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
　
稲
田
　
進

　

　

（宇
和
島
市
）

退
職
後
は
、
テ
ニ
ス
、
釣
り
等
の
趣
味
を
楽
し
み

な
が
ら
、
自
治
会

の
役
員
等
を
昨
年
ま
で
務
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
体
力
の
衰
え
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な

り
す
べ
て
辞
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
親
交
の
あ
る
友
人
と
の
団
攣
を
主
と
し

た
交
友
の
場
を
求
め
て
、
長
年
続

い
て
い
る
週

一
回

の
交
歓
の
場
と
年
二
回

（春

・
秋
）
の
親
睦
旅
行
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

幸
い
今
の
と
こ
ろ
は
元
気
な
よ
う
な
の
で
、
し
ば

ら
く
は
有
意
義
に
憩
え
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
井
上
　
久
雄

　

（安
芸
市
）

電
友
会

の
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
光
陰
矢
の
如
じ
と
は
よ
く
言

っ
た
も

の
で
、
私
も
退
職
後
は
や
二
十
年
余
が
流
れ
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
毎
日
元
気

で
す
が
、
八
十
路
も
近
く

な
り
、
体

の
衰
え
を
覚
え
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

自
分
の
体
は
自
分
で
守
れ
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
体
に
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

皆
様
も
ご
自
愛

の
程
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◇
　
上
田
　
土早
夫

　

（春
野
町
）

私
は
退
職
し
て
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
現
職
の
時

か
ら
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
誘
い
で
、

「
春
野
民
踊

を
楽
し
む
会
」
に
入
会
し
て
約
二
十
年
に
な
り
ま
す

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
全
国
に
伝
わ
る
民
踊
の
伝
承
、

会
員
相
互
の
親
睦
、
市
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に

積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
も
の

で
す
。

過
去
四
回
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
発
表
会
を
開
催
し
、

入
場
料
を
全
額
、
町
の
文
化
ホ
ー
ル
建
設
基
金
や
、

生
命
の
基
金
等

に
寄
附
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
健
康
維
持

に
な
れ
ば
と
、

続
け
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

（
ヽ́

植
田
　
末
美

　

（
琴
平
町
）

会
員
の
皆
様

に
は
ま
す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

退
職
し
て
も
う
二
十
数
年

の
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
第
二
の
職
場

に
二
年
数

ヵ
月
勤
務
し
、
そ

の
後
は
、
地
域
社
会

に
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
、

地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
や
自
治
会
連
合
会
、
地
区

選
挙
管
理
委
員
会

に
も
貢
献

で
き
、
平
成
十
年
二
月

期
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

家
内
が
昭
和
五
十
八
年
四
月
他
界
し
、
自
分
も
平

成
十
年
二
月
、
体
調
の
悪
化

に
見
舞
わ
れ
、
人
退
院

を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
や
や
体
調
を
も
ど

し
、
老
人
仲
間
と
近
く
の
温
泉
通

い
の
日
々
を
送

っ

て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
も
呉
々
も
老
後
を
ご
自
愛

の
程
を
。

◆
　
内
原
　
寅
吉

　

（松
山
市
）

ぼ
け
防
止

の

一
助
に
も
な
れ
ば
両
得
と
、
日
課
を

定
め
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
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一

し
か
し
、
年
齢
と
と
も
に
心
身

の
衰
え
は
避
け
ら

れ
ず
、
加
え
て
視
力
が
減
退
し
、
新
聞
ひ
と

つ
読
む

の
に
も
長
時
間
か
か
る
な
ど
、
外
の
こ
と
も
同
様

で
、

事
が
捗
ら
な
い
の
に
は
閉
口
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
と
体
力
維
持

の
た
め
、
そ
れ
に
趣
味

を
兼
ね
た
畑
仕
事
も
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
土
と
親

し
め
、
野
菜
や
果
物

の
収
穫
も

で
き
る
こ
と
に
、
え

も
言
え
ぬ
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
具
合

で
、
お
陰
さ
ま

で
何
と
か
無
事

に
忙

し
い
毎

日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

）^

榎
本
　
幸
男

　

（高
松
市
）

会
社
を
辞
め
て
は
や
二
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
お

陰
で
元
気

に
毎

日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
と
い

っ
て
趣
味
が
な
か

っ
た
私

で
し
た
が
、

ハ
イ
キ

ン
グ
が
健
康

に
良

い
と

い
う
こ
と
で
、
友
人

と
誘

い
合

っ
て
、
平
成
四
年
、
電
友
会

の
中

に

「
ふ

る
さ
と
を
歩
く
会
」
と

い
う
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
ま

し
た
。
月

一
回
の
例
会

で
約
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩

い
て
い
ま
す
。

歩
く
範
囲
も
四
国
四
県
は
も
と
よ
り
、
岡
山
、
兵

庫
等

へ
も
足
を
延
ば
し

て
い
ま
す
。
会
員
お
互
い
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気

で
楽
し
く
歩
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

◆
　
岡
　
吉
本澄

　

　

（高
松
市
）

老
人
会

の
お
世
話
を
し
な
が
ら
、
福
祉
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

ヘ
の
参
加
や
、
高
齢
者
教
室
の
お
世
話
を
さ

せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

地
区
の
老
人
会
長

に
な
り
早
い
も
の
で
十
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
年

々
人
が
去
り
、
五
十
名
の
会
員
も

若

い
者

に
お
手
伝

い
を
お
願

い
し
て
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
電
話

で
健
康
状
況
を
聞
い

た
り
、
家
庭

へ
行

っ
て
お
話
を
し
て
あ
げ
る
の
が
今

で
は
楽
し
い

一
日
で
、
私
も
元
気
で
い
ら
れ
る
の
で

は
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

七
十
七
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
眼
鏡
も
か
け
ず

に
新
聞
も
読
め
て
喜
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
　
岡
本
　
ヽヽ
ヽ
工
　

（夜
須
町
）

退
職
し
て
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の

ご
ろ
で
は
、
す

っ
か
り
地
域
社
会

に
と
け
こ
み
、
夏

の
国
体
に
は
八
百
人
分
の
ブ
タ
汁
を
作

っ
た
り
、
選

手
や
監
督
の
お
み
や
げ
に
と

ス
ト
ラ

ッ
プ
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
春
野
の
開
会
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

の
手
結
盆
お
ど
り
の
着
付
け
を
し
た
り
、
今
年
は
国

体
国
体

で
暮
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
間
に
は
、
趣
味
の
民
踊
と

フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス

を
芸
能
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
友
人
も

で
き
、
孫
二
人
に
も
恵
ま
れ
て
生

き
る
喜
び
を
味
わ

っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

◇
　
菅
　
福
美

　

　

（松
山
市
）

病
院
を
退
職
し
て
四
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在

は
、
三
越
の

「
妊
産
婦
育
児
相
談
室
」
で
非
常
勤
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
さ
ん
達

が
健
や
か
に
育

っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
、
育
児
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

健
康
維
持
の
た
め
水
泳
を
始
め
ま
し
た
が
、
一肩
こ

り
、
腰
痛
予
防
と
思
わ
ぬ
効
果
が
あ
り
、
今

で
は
週

三
回
、
ス
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

電
友
会
の
皆
様

の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

）

＾
〉

榊
　
静
子

　

　

（徳
島
市
）

退
職
し
て
八
年
。
週

一
回
程
度
、
近
く
の
大
学

で

茶
髪
や
ピ

ア
ス
の
学
生
と

一
緒

に
授
業
を
受
け
、
彼

等
か
ら
若

い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
吸
収
し

て
い
ま
す
が
、

半
世
紀
ほ
ど
の
年
の
差

に
よ
る
価
値
観
の
相
違

に
驚

い
て
い
ま
す
。

健
康
第

一
に
、

フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
何
ぞ
は
真

っ
平

御
免
。
最
近
、
注
目
さ
れ

て
い
る

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の

良
さ
と
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

毎
朝

の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

に
は
、
う
し
ろ
歩
き
を
少

し
加
え
て
転
倒
予
防
。
夜
は
自
室

で
軽
く

「
阿
波
踊

り
」
。
好
き
な
古
典
落
語
を
聞
き

ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
て
い
ま
す
。

◆
　
塩
田
　
末

　

　

（
伊
野
町
）

退
職
し
て
十
五
年
日
に
入
り
ま
し
た
。
月

に

一
度

の
病
院
通
い
で
す
が
元
気

で
す
。

家
事
の
合
間
に
編
物
、
鉢
植
え
の
花

の
手
入
れ
等

で
毎
日
が
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
す
。

唯

一
の
楽
し
み
は
、
四
季
折

々
に
野
山

へ
と
山
野

草
を
見
に
出
か
け
る
こ
と

で
す
。
水
晶
ラ
ン

・
延
齢

草

。
ナ
ン
バ

ン
ギ
セ
ル

・
葉
が
く
れ

つ
り
ふ
ね
草
等
、

本

で
見

て
い
た
花

々
に
出
会
う
と
嬉
し
く

て
、
カ
メ

ラ
に
収
め
て
来

て
は
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
豪
華
な
花

も

い
い
で
す
が
、
ひ

っ
そ
り
と
咲

い
て
い
る
小
さ
な

花
達

に
心
引
か
れ
ま
す
。

◆
　
島
崎
　
猛

　

　

（高
知
市
）

毎
号
、
こ
の
欄

で
は
皆
様

の
近
況
を
拝
見
し
、
い

ろ
い
ろ
と
思

い
を
馳
せ
、
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。

趣
味
に
地
域
活
動
に
と
勤
し
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様

に
ひ
き
か
え
、
無
芸
無
趣
味

の
私

で
す
が
、
こ
の
頃

は
パ

ソ
コ
ン
に
は
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

― - 11 -
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種

々
雑
多

に
育

て
て
い
る
植
物

の
世
話
を
す
る
の

も
日
課
の

一
つ
で
す
が
、
そ
の
名
前
、
管
理
の
方
法

な
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
し
て
参
考

に
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
情
報

の
多
さ
に
は
た
だ
た
だ
驚

き

で
す
。

今
後
と
も
、
趣
味

に
実
益

に
と
活
用
し
、
少
し

で

も
知
識
が
増
え
れ
ば
な
ど
と
欲
張

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
　
二月
水
　
佐
津
子

　

（
石
井
町
）

早

い
も

の
で
退
職
し

て
十
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
は
お
寺

の
寺
族
婦
人
と
し
て
、
檀
信
徒

の
方

々
と

共

に
御
一詠
歌
を
習

っ
た
り
と
交
流
を
続
け
る
傍
ら
、

局
に
勤
め
て
い
た
時
か
ら
習

っ
て
い
た
お
花
、
日
舞

も
続
け

て
お
り
ま
す
。

健
康

で
あ
る
こ
と
を
有
難
く
思
い
、
長
男
夫
婦
、

孫
達
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
方
々
と
の
ふ
れ
合

い
に
感

謝
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分

の
身
体
を
労
り
、
家
族

に
感

謝
し

つ
つ
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
良
き
指
導
者

で
あ

り
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
　
菅
本
　
達
雄

　

（松
山
市
）

間
も
な
く
七
十

一
歳
を
迎
え
ま
す
が
、
少
し
高

い

血
糖
値
を
気

に
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
画
像

レ
タ

ッ
チ
と
ビ
デ
オ
の
ノ
ン
リ

エ
ア
編
集
、
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ

の
世
話
役
や
公
民
館

の
ビ
デ
オ
講
座
講
師
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
編
集
指
導
な
ど
、

マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア

三
味

の
毎
日
で
ボ
ケ
防
止

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

幸

い
、
人

の
和

に
恵
ま
れ
て
例
会
や
撮
影
会
も
楽

し
く
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
記
念
写
真

の
映
像
を
キ

ャ
プ
チ

ャ
ー
し
て
、　
一
人
ず

つ
白
抜
き
文
字

で
名
前

を
重
ね
て
印
刷
配
布
す
る
と
、
原
画
よ
り
も
綺
一麗
で

良
く
わ
か
る
と
好
評
で
す
。

◇
　
鈴
木
　
重
明

　

（丸
亀
市
）

昭
和
六
十
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社
発
足
の
年
に
退
職

し
、
知
ら
ぬ
間
に
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

子
供
二
人
は
共
に
遠
方

へ
巣
立

っ
て
行
き
、
今
後
、

夫
婦
二
人
の
老
後
を
考
え
た
と
き
、
二
人
の
故
郷
で

あ
る
丸
亀

へ
帰
ろ
う
と
七
十
歳
に
し
て
決
心
し
、
長

年
住
み
慣
れ
た
松
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

丸
亀
で
の
生
活
は
、
親
戚
が
多
い
の
で
何
か
と
心

強
い
も
の
の
、
趣
味
の
釣
り
は
あ
ま
り
釣
れ
ず
、
医

者
通
い
が
増
え
て
い
る
現
状
で
す
。

も
う

一
つ
の
趣
味
の
将
棋
は
、
ア
マ
三
段
の
実
力

と
言
わ
れ
て
い
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
と
対
戦
し
、
負
け

て
悔
し
が
る
と
妻
に
笑
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
　
一呂
橋
　
紫
朗

　

（松
山
市
）

昨
年
、
思
い
が
け
な
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
市
か
ら
喜
寿
祝

い
を
い
た
だ
き
恐
縮
す
る
と
と
も
に
、
孫
達
ら
と
の

会
食
で
は
、
や
は
り
電
電
時
代
の
思
い
出
と
と
も
に

年
月
の
早
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。

五
年
前
に
肺
炎
を
患

っ
て
以
来
、
医
者
と
の
つ
き

あ
い
が
急
に
深
く
な
り
、
ゴ
ル
フ
は
長
ら
く
ご
無
沙

汰
、
旅
行
は
も

っ
ぱ
ら
安

。
近

。
短
の
博
物

・
美
術

館
巡
り
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
春
に
は
金
婚
式
を
迎
え
ま
す
の
で
、
健
康
に
留

意
し
な
が
ら
、
楽
し
い
老
後
を
と
頑
張

っ
て
い
る
こ

の
頃
で
す
。
皆
様
の
御
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

●^
　
田
原
口
　
千
代

　

（徳
島
市
）

現
在
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
歴
史
文
学

コ
ー

ス
第
二
十
二
期
生
で
す
。
自
宅
よ
り
八
キ

ロ
の
距
離

を
四
十
分
、
自
転
車
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

仕
事
上
で
の
研
修
や
、
社
会
教
育
面
で
の
学
習
は

そ
の
都
度
受
け
て
は
来
ま
し
た
が
、
継
続
的
な
の
は

実

に
半
世
紀
ぶ
り
。
週

一
回
の
学
生
生
活

に
緊
張
感

を
味
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
多
く
の
友
人

が

一
気
に
出
来
た
こ
と
が
幸
せ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

範
囲
で
、
自
由
に
個
性
豊
か
に
過
ご
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。◇

　
田
和
　
政
勝

　

（松
山
市
）

私
は
健
康
維
持
の
た
め
、
朝

の
う
ち
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
し

て
、
町
内

の
方

々
と
楽
し
く
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

昼
か
ら
は
庭

の
手
入
れ
を
し
、
時
期

に
は
花
木
の

挿
木
を
し
、
花
が
咲
く
と
ご
近
所

に
差
し
上
げ

て
喜

ん
で
も
ら

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
花

い

っ
ぱ

い
運
動

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と

自
分

の
生
き
甲
斐

に
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
　
千
葉
　
貞
夫

　

（高
松
市
）

退
職
後
四
年
、
規
則
正
し
い
食
事
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
お
陰

で
十
五
キ

ロ
の
減
量
に
成
功
。
健
康
診
断

結
果
か
ら

『
肥
満
』
の
字
が
消
え
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
園
芸

に
興
味
を
持
ち
、
四
季
折

々
の

草
花
、
大
菊
、
蘭
等
を
作
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
週

一
回
の
ゴ
ル
フ
、
年

に
二
、

三
回
京
都
、
奈
良

で
古
都
巡
り
と

い
う
よ
り
も
食

べ

歩
き
を
し
な
が
ら
、
四
十
年
来

の
朋
友
と
旧
交
を
温

め
て
い
ま
す
。

”毎
日
が
日
曜
日
¨
の
生
活
パ
タ
ー
ン
も
す

っ
か
り

定
着
し
、
読
書
、
パ

ソ
コ
ン
相
手

に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
、
ゲ

ー
ム
等
気
儘
な

一
人

の
時
間
を
満
喫
し
て
い

ま
す
。
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）

一）

蝶
野
　
尚
生

　

（松
山
市
）

お
陰
さ
ま

で
医
者
と
疎
遠
、
元
気

で
す
。

鶏
さ
え
も
共
同
募
金

の
主
役
を
演
ず
る
時
代

で
す

か
ら
、
高
齢
者
手
帳

に
併
せ
、
少
し
で
も
医
学
の
進

歩
に
役
立

て
ば
と

「
白
菊
会
」
に
入
り
ま
し
た
。

地
域

で
は
少

々
役
不
足
を
痛
感
。
営
為

に
見
る
人

間
関
係
、
振
舞
に
見
る
表
象
直
観
等
か
ら
そ
の
根
拠

を
問
え
ば
、
　
フ
」
れ
が
人
生
だ

っ
た
の
か
。
よ
し
、

そ
れ
な
ら
も
う

一
度
」
な
ど
と
、
趣
味

の
百
姓
を
通

じ
そ
の
神
秘

に
触
れ
な
が
ら
、
修
士
号
も
夢

で
は
な

い
と
放
送
大
学

に
遊
学
中
。

皆
さ
ん
共

々
健
康
な
日
々
を
こ
い
ね
が

っ
て
お
り

ま
す
。

（
）

津
村
　
政
子

　

（坂
出
市
）

月
日
が
た

つ
の
は
早

い
も

の
で
、
退
職
し
て
二
十

二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
在
職
中
は
皆
さ
ん
に
大
変
お

世
話

に
な
り
ま
し
た
。
義
母
を
送
り
、
子
供
達
も
結

婚
し
独
立
し

て
県
内

で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
今
春
は

初
孫
が
社
会
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

い

つ
の
間

に
か
古
希
を
過
ぎ
る
と
、
気
持
ち
だ
け

が
先
走
り
、
身
体
は
年
齢
並

に
劣
化
が
目
立

つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
大
と
二
人

で
助
け
合

い
な
が
ら
、

い
つ
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
の
ん
び
り
と

明
る
く
過
ご
す
よ
う
に
心
か
け
て
ま

い
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●
　
土
居
　
延
次
郎

　

（松
山
市
）

現
在
、
老
骨
の
二
人
住
ま
い
で
す
が
、
な
ん
と
か

今
の
と

こ
ろ
元
気

で
す
。

私
は
松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
理
事
を
務
め
、

素
鵞
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
町
内
会

の
役
職

等

で
毎
日
多
忙
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

病
気
す
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
秘
訣
が
こ

こ
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思

っ
て
毎
日
頑
張

っ
て

お
り
ま
す
。
も
う
八
十
五
歳

で
す
。

◇
　
中
越
　
貞

　

　

（高
知
市
）

「
入
院
の
と
き
」

突
然
の
入
院

の
診
断
。
毎
日

の
生
活
の
不
調
和
が
原
因
か
も
ε
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
不
調
和
を
体
が
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
私
が
こ
う
し

て
立
ち
止
ま

っ
た
と
は
。
病
苦
を
や
わ
ら
げ
痛
む
心

を
い
や
し
な
が
ら
、
不
安
と
孤
独
と
失
望

に
沈
む
と

き
も
、
決
し
て
一肩
代
わ
り
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
現

実

に
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
始
め
ま
し
た
が
、
自
ら

の
道
に
生
活
と
調
和
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

思
い
の
ま
ま
の
手
術

に
成
功

で
有
頂
天

に
な

っ
て

「
う
ま
く
い

っ
た
」
最
高

に
幸
せ
。

「
六
年
間
の
料
理
教
室
」
の
皆
様
　
中
止
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様
方
も
ど
う
ぞ
お
体
を
大
切
に
。

〈）

中
山
　
敏
明

　

（一高
知
市
）

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、

自
分

に
何
の
変
化
が
起

こ

っ
た
か
考
え
て
み
た
。

自
分
よ
り
年
齢
の
上
の
人
、　
一
般
的

に
は
老
人
と

言
わ
れ
る
人
々
が
、
男
女

の
区
別
な
く
、
嬉

々
と
し

て
元
気
に
プ
レ
ー
に
興
じ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
姿
を
見
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
生
き

て
来

て
競

争
社
会

の
中

で
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
の
を
知
り
、
こ

の
楽
し
み
こ
そ
心
を
豊
か
に
し
て
い
る
も
の
と
心
を

洗
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
い
き
さ

つ
は
、

な
ん
と
な
く
さ
そ
わ
れ
始
め
ま
し
た
。
暑
い
日
も
週

に
三
～
四
日
も
練
習
す
る
毎
日
で
す
。

）

‘／、，，　
長
野
　
啓

　

　

（今
治
市

）

長
男
　
　
　
一三
菱
電
機
勤
務
。
二
男
　
　
　
日
本

鋼
管
勤
務
。
啓
　
　
　
毎

日
、
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル
等
を

し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会

で
の
活
動
は
、
今
治
老
人

会
理
事
、
日
高
校
区
会
長
、
地
区
会
長
そ
の
他
を
終

わ
り
ま
し
た
。
六
十
歳

で
老
人
会

に
入
会
し
、
八
十

歳
ま
で
世
話
を
し
ま
し
た
。

◆
　
新
谷
　
登
代
子

　

（高
松
市

）

退
職
し

て
は
や
二
十
年
余
り
に
な
り
ま
す

で
し

ょ

う
か
。
ま
だ
若
か

っ
た
の
で
海
外
旅
行
を
し
た
り
、

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

へ
通

っ
た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
は
、
年
に
二
、
三
回
歌
舞
伎
観
劇
を
楽
し
み

に
し
、
地
区
の
老
人
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
．

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
親
交

。
発
展
に
、

市

。
県
は
も
ち
ろ
ん
県
外

へ
も
西
日
本
大
会

へ
も
と

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
サ

ロ
ン
で
パ
ソ
コ
ン
の
御
指

導
を
受
け
、
今
、
面
白
く
な

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
の

い
つ
の
間
に
か
古
希
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
と
に
か

く
元
気

で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

●
・

日
野
　
詮
季

　

（砥
部
町
）

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
も
う
三
十
年
余

に
な
る
。
練
習

場

へ
も
行

っ
て
い
る
が
、
腕
前
は
な
か
な
か
あ
が
ら

な
い
。
老
人
ば
か
り
の
コ
ン
ペ
に
入
れ
て
も
ら

っ
て

月

一
、
二
回

コ
ー
ス
を
ま
わ

っ
て
い
る
が
、
近
頃

の

ス
コ
ア
は
始
め
た
時
と
同
じ
位

で
あ
る
．

八
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
や
り
た
い
と
思

っ
て
今
ま

で
来
た
が
、
あ
と

一
年
で
終
わ
り
に
な
る
。
グ
ル
ー

プ
の
中
に
八
十
五
歳

で
ま
だ
元
気

に
ゴ
ル
フ
を
や

っ

て
い
る
人
が
何
人
か
い
る
。
自
分
も
目
標
を
八
十
五

に
変
更
し
よ
う
か
と
思

っ
て
い
る
。
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◆
　
藤
田
　
勝
久

　

（新
居
浜
市
）

公
社
を
退
職
し
て
早
く
も
十
九
年
に
な
り
ま
す
。

退
職
後
は
健
康
維
持

に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
最
近

に
な

っ
て
体
調
を
崩
し
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

病
状
も
お
陰
さ
ま
で
人
分
良
く
な
り
、　
一
日
で
も

早
い
回
復
を
と
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
　
堀

口
　
準
助

　

（松
山
市
）

退
職
し

て
か
ら
早
く
も
十
七
年
と
な
り
、
歳
月
の

速
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。

今
年
は
喜
寿
を
迎
え
お
祝

い
を
受
け
、
そ
の
う
え

金
婚
式
も
迎
え
ま
し
た
。
二
人

の
子
供
、
七
人

の
孫

達
が
遠
方
か
ら
も
集
合
し
、
道
後
の
ホ
テ
ル
で
記
念

の
宴
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛

新
聞
社
主
催

の

「
第
二
回
金
婚

の

つ
ど

い
」
に
も
参

加

で
き
、
ま
す
ま
す
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
ま

で
に
は
、
夫
婦
と
も
ど
も
入
院

手
術
を
要
し
た
大
病
を
し
、
皆

に
心
配
を
か
け
ま
し

た
。
今
は
定
期
的

に
通
院
し
、
健
康
管
理
に
努
力
し

て
い
ま
す
。◆

　
本
多
　
成

　

（松
前
町
）

第
二
の
職
場
を
辞
し
て
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ

の
間
、
地
域

の
世
話
役
を
引
き
受
け
、
よ
う
や
く
、

そ
の
任
も
解
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
身
は
、
高
血
圧
と
仲
良
く
付
き
合

い
な
が
ら
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
趣
味

の
講
座
と
隔
月

の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
時
間
の
ゆ
と
り
が
で
き
る
の
で
、
六
十

の
手
習

い
で
書

に
も
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

）

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
友
会
の
益
々
の
発
展

と
諸
兄
の
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す

◇
　
松
岡
　
君
子

　

（多
度
津
町
）

私
は
お
陰
で
健
康
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
田
畑
を
眺
め

つ
つ
、
時
季

の
野
菜
の
収
穫
を
楽
し
み
に
、
体
を
適
当
に
動
か
せ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
旅
行
等

で
皆

々
様
と
話

に
花
を
咲
か

せ
て
お
り
ま
す
。
特
に
近
頃
、
鏡
を
見
て
は
腰
を
伸

ば
せ
伸
ば
せ
と
念
じ

つ
つ
過
ご
し
て
い
ま
す
。

電
友
会
の
方
々
、
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

◇
　
森
　
明
博

　

（高
知
市
）

退
職
し
て
も
う
十
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
退
職

後
二
年
目
か
ら
第
二
の
職
場

に
就
職
し
た
が
、
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
と
な
り
、
三
年
で
リ
タ
イ
ア
。

一
〇
分
歩
く
と
足
が
痛
く
な
り
、
暫
く
休
み
痛
み

を
止
め
ま
た
歩
く
、
と
い
う
状
態

で
、
週

一
回
の
病

院
通
い
で
す
。

僕
は
好
奇
心
で
ゴ
ル
フ
、
写
真
、
日
本
画
、
大
正

琴
等
公
民
館
学
習
に
通

っ
た
が
、
三
日
坊
主

で
い
ず

れ
も
二
年
で
や
め
、
三
年
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
子
供

達
と
の
メ
ー
ル
や
写
真

の
送
受
信
、
将
棋
ゲ

ー
ム
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
様

の
御
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

一・　
森
　
正
光

　

（松
山
市
）

一母
号
、
Ｏ
Ｂ
の
消
息
を
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た

た
い
て
お
り
ま
す
＾

私
の
近
況
を
と
の
こ
と
で
す
が
、
退
職
後
、
私

の

日
課
は
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
幕
開
け
に
職
場

へ
、

帰
り
は
街

の
囲
碁
ク
ラ
ブ

ヘ
の
毎
日
で
す
。
そ
こ
で

色

々
な
人
と
の
交
流
と
別
れ
を
大
切

に
し
な
が
ら
の

十
七
年
。

休
日
に
は
、
家
内
と
二
人

で
の
ド
ラ
イ
ブ
と
近
在

の
温
泉
巡
り
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
　
森
田
　
鶴
子

　

（土
佐
市
）

近
況
を
お
尋
ね
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
息
子
夫
婦
が
仕
事

に
出

て
い
ま
す
の
で
、
家
事

一
切
と
二
人

の
孫

の
面
倒
を
任
さ
れ
、
雑
用
に
追
わ

れ
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
も
ボ
ケ
防
止
か
な
と
私
な
り

に
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
月

一
回
暇
を
頂
き
、
お
四
国
八
十
八

ヶ

所
順
拝
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
毎
日
の
雑
用
を
忘
れ
、

家
内
安
全
と
健
康
を
感
謝
し
、
元
気

に
過
ご
せ
ま
す

よ
う
お
願

い
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
な
内

は
順
拝
を
続
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
も
お
元
気

で
御
身
大
切

に
健
や
か
に

お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

‐
―

　
　
　
　
型

―- 14 -―



第 121号 電国 平 成 15年 1月

陶

工
と
し
て
窯
元
を
守
る

福
留
章
さ
ん

（六
十
歳
）
は
、
高
知
県
安
芸
市

の

在
住

で
、
平
成
六
年
十
二
月

に
赤
岡
営
業
所
を
最
後

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
さ
れ
た
。
時

に
五
十
二
歳
と
い
う

若
さ
で
あ

っ
た
が
、
最
大

の
動
機
は
家
業

の
窯
元
の

仕
事
が
待
ち
受
け

て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
か

っ
た
。

と
は
言
え
、
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
通
じ
て
、
窯

業
と
は
全
く
無
縁

の
世
界

に
長
年
生
き

て
来
た
福
留

さ
ん
に
と

っ
て
は
、
か
な
り
の
勇
断

で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
の

安
芸
市
と
言
え
ば
、
野
良
時
計
や
タ
イ
ガ

ー
ス
タ

ウ
ン
と
し

て
、
最
近
、
知
名
度
が
高
く
な

っ
て
い
る

が
、

「
陶
芸
と

つ
つ
じ
の
里
内
原
野
」
は
か
な
り
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
安
芸
市
内
原
野

（
う

ち
は
ら
の
）
に
あ
る
福
留
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
て
み

た
のつ

つ
じ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
弁
天
池
の

脇
を
通

っ
て
、
更

に
奥
深
く

へ
入
る
と
、
そ
こ
に
陶

芸

の
里
が
広
が
り
、
四
軒
の
内
原
野
焼
き
窯
元
が
点

在
し

て
い
る
。
そ
の
中

の

一
軒
が
福
留
さ
ん
宅

で
あ

る
。
ご
夫
妻
共

々
快
く
迎
え
て
下
さ
り
、
内
原
野
焼

き

の
こ
と
な
ど

つ
ぶ
さ
に
聞
か
せ
て
も
ら

っ
た
。

「
福
留
窯
」
の
ル
ー
ツ
は
、
実
は
福
留
夫
人
の
愛

子
さ
ん
に
あ
る
。
愛
子
さ
ん
の
父
親
が
、
五
代
目
窯

元
と
し
て
家
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
男
の
お
子
さ
ん

が
無

い
た
め
、
後
継
ぎ
を
断
念
し
た
ま
ま
、
平
成
四

年
に
他
界
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
愛
子
夫
人
が

一
大
決

心
を
し
て
、
後
を
継
ぐ
べ
く

”女
陶
工
“
と
し
て
修

業
を
始
め
た
、
と
い
う
。
子
供
の
頃
か
ら
見
よ
う
見

真
似
で
多
少
の
知
識
は
あ

っ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
は

誠
に
厳
し
い
選
択

で
あ

っ
た
。
女
陶
工
は
全
国
的

に

も
極
め
て
珍
し
く
、
師
匠
の
役
を
買

っ
て
く
れ
た
人

か
ら
も

「
プ

ロ
に
な
る
な
ら
教
え
る
が
、
趣
味
と
し

て
な
ら
教
え
な
い
」
と
官
一言
さ
れ
た
そ
う
で
、
そ
れ

は
窯
元
が

一
軒
で
も
減
る
こ
と
を
防
ぎ
た
か

っ
た
に

違
い
な
い
。

と
も
あ
れ
、
少
し
ず

つ
腕
を
上
げ
て
い

っ
た
六
代

目
で
は
あ

っ
た
が
、
何
せ
女
手

一
人
で
窯
元
を
支
え

て
い
く
に
は
い
か
に
も
荷
が
重
過
ぎ
る
こ
と
を
実
感

す
る
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
、
ご
主
人
と
の
二
人
三
脚

を
思
い
つ
い
た
愛
子
さ
ん
は
、
福
留
さ
ん
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ

を
退
職
す
る
こ
と
を
迫

っ
た
。
そ
の
辺
の
事
情
に

つ

い
て
は
、
今

で
こ
そ
笑

い
話
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
が
、

恐
ら
く
お
二
人
の
間
で
は
、
か
な
り
の
葛
藤
が
あ

っ

た
に
違

い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
退
職
に
踏
み
切

っ
た
福
留
さ
ん

は
、
五
十
の
手
習
い
よ
ろ
し
く
陶
工
の
修
業
を
始
め

た
。
爾
来
、
八
年
を
経
て
、
夫
婦
の
二
人
三
脚
が
実

り
、

「
福
留
窯
」
は
今
も
立
派
に

「
陶
芸

の
里
」
の

一
翼
を
担

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
焼
物
の
知
識
が
殆
ど
皆
無

の
当
方

に

と

っ
て
は
、
見
る
物
聞
く
も
の
全

て
が
新
鮮
に
映

っ

た
。
特

に
、
工
房
を
実
際
に
見
学
し
な
が
ら
、
全

て

の
工
程
を
追

っ
て
み
る
と
、
そ
の
大
変
さ
故
に
、
奥

さ
ん
が
福
留
さ
ん
に
退
職
を
迫

っ
た
気
持
ち
が
よ
く

理
解

で
き
た
。

そ
も
そ
も
、
焼
物

に
適
し
た
土
は
何
処

に
で
も
存

在
す
る
訳
で
は
な
い
。
内
原
野
独
特

の
粘
土
質

の
素

材
が
出
る
土
地
の
地
主
と
契
約
し
て
、
採
集
す
る
こ

）

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し

て
、
製
品

を
完
成
す
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
は
も
と
よ
り
、
完
成

品
を
売
り
捌
く
た
め
の
営
業
も
、
窯
元
を
維
持
し
て

い
く
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
業
務

で
あ
る
。
そ
れ

や
こ
れ
や
で
窯
元
を
維
持
し
て
い
く
困
難
さ
と
、
後

継
者

の
問
題
も
あ

っ
た
り
し

て
、
昔
は
八
軒
あ

っ
た

窯
元
も
、
現
在
は
半
数

の
四
軒
に
減

っ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
福
留
夫
婦
が
守
り
続
け
て

い
る

「
福
留
窯
」
は
、
内
原
野
焼
き

に
と

っ
て
貴
重

な
存
在

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
だ
ろ
う
。

福
留
さ
ん
に
は
、
窯
元
以
外

に
も
別
の
顔
が
あ
る

自
宅
の
周
辺
に
広
が
る
二
反
歩
程

の
畑

で
無
農
薬
野

菜

の
栽
培
を
続
け
て
い
る
。
二
反
歩
と

い
え
ば
大
層

な
広
さ
で
、
兼
業
農
家
と
言

っ
て
も
よ
い
程

の
規
模

で
あ
る
。
ま
た
、
農
協

の
監
事
も
務
め
て
お
り
、
農

業
と
の
関
わ
り
も
結
構
深

い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
は
余
談
で
あ
る
が
、
さ
き
の

「
よ
さ

こ
い
高
知
国
体
」
の
際
、
安
芸
市

の
民
泊
協
力
会
会

長
を
引
き
受
け
ら
れ
、
国
体
運
営

に
大

い
に
貢
献
し

た
、
と
い
う
。
そ
の
功

に
よ
り
、
安
芸
市
長
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。

こ
う
し
て
、
福
留
さ
ん
は

「
陶
芸

の
里
内
原
野
」

の
窯
元
と
し

て
、
ま
た
地
域
社
会

に
お
け
る
指
導
的

立
場

の
住
民
と
し
て
、
極
め

て
充
実
し
た
第
二
の
人

生
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
よ
い
意
味

で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
員
と
し
て
の
面
影
は
も
は
や
無
く
、
ど

っ

し
り
と
地
元
に
根
を
下
ろ
し
た
福
留
さ
ん
の
姿
を
垣

間
見
た
思
い
が
し
た
。
更
に

一
層
の
ご
活
躍
、
ご
発

展
を
祈

っ
て
筆
を
惜
く
こ
と
と
す
る
。

（窪
田
編
集
委
員
　
記
）
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口Ｆ‐「ビ卿由づ跡『ユ腰
一松躙朴
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―
―
―
　
入
居
者
募
集
中

―
―

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
Ⅲ
四
国
支
店

で
は
、
平
成
十

五
年
二
月

一
日

（土
）

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
松
園
」

を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

場
所
は
、
松
山
市
喜
与
町

一
―
八

―
四
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
松
山
病
院
前

で
す
。

こ
の
施
設
は
、
数
人

の
痴
呆
高
齢
者
が
ケ
ア
を
受

け
な
が
ら
共
同
生
活
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
家

に
居
る
よ
う
な
感
じ

”な
じ
み
¨
を
大
切
に
し
、
家

庭
的

で
落
ち
着

い
た
雰
囲
気

の
中

で
生
活
を
送

っ
て

い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院
等
と

協
力
医
療
体
制
を
整
え
た
施
設

で
安
心
し
て
人
居
い

た
だ
け
ま
す
。

《
入
居
で
き
る
方
、
入
居
料
金
等
》

一　

入
居
で
き
る
方

・

医
師
か
ら
軽
度

の
痴
呆
症
と
診
断
さ
れ
、

要
介
護
認
定
が

一
以
上

の
方

・
　

家
庭

で
の
介
護
が
困
難
な
方

。

自
分

で
身
辺
の
こ
と
が
あ
る
程
度

で
き
、

共
同
生
活

に
支
障
の
な
い
方

一
一　
入
居
料
金

・

家
賃

　

　

一
ヵ
月
　
五
〇
、
３
●
●
円

（
八
畳
個
室
、
ク

ロ
ー
ゼ

ッ
ト
付

）

。
　

光
熱
水
費
及
び
共
益
費

一
ヵ
月

　

一
五
、
●
●
●
円

。

食
費
　
　
一
日
　

一
、
三
〇
〇
円

。
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
の

一
割
負
担

。
　

そ
の
他
　
　
誕
生
会
等
行
事
代
、
理
美
容

代
、
オ
ム
ツ
代
等

一
部
実
費
負
担

◎
　
以
上
、
入
居
料
金
月
額
は
、
お
お
む
ね
十
三

万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

〓
一　
入
居
定
員

。
　
十
八
名

（
ニ
ユ
ニ
ッ
ト
）

注

―
　

一
ユ
ニ
ッ
ト

（
一
グ
ル
ー
プ
）

九
名
で
構
成

口Ｆ』Ｆ】
封用
ニビ隊曖剛中汁』プ‐月「□

利
用
で
き
る
方
　
要
介
護

一
ま
た
は
二
の
方

利
用
料
金

　
　

一
回
当
た
り

一
、
四
三
二
円

（送
迎

・
入
浴

・
食
事

。
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
費
用
を
含
む
）

☆

―

―

☆

※
利
用
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先
※

松
山
市
南
持
田
町
四
〇
―
三

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
田
四
国
支
店

厚
生
福
祉
サ
ー
ビ

ス
営
業
部

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
愛
松
園
」

（平
成
十
五
年

一
月
二
十

一
日
ま
で
）

電
　
　
話
　
　
〇
八
九

―
九
二
二
―
九
九
五
五

フ
ァ
ク
ス
　
　
〇
八
九

―
九
二
三
―

一
九
二
三

（平
成
十
五
年
二
月

一
日
以
降
）

電
　
　
話
　
　
（一）
八
九

‐
九
二
四
―
三
七
〇
〇

フ
ァ
ク
ス
　
　
〇
八
九

‐
九
三
四
―
六
●
五
Ｃ

(2)(1)

居
室
の
概
要
は
図
の
と
お
り
で
す
。

ノヽルコニー バルコニー

バルコニー

居室機要図
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ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
Ｎ
丁
丁
高
松

Ｏ
Ｂ
会

事
務

局
担
当
　
　
中
山
　
忠
彦

（高
松
市

）

私
た
ち

の
グ
ル
ー
ブ
は
、
平
成
三
年
八
月

に
約
百

名

で
発
足
し
ま
し
た
の

当
初
は
手
さ
ぐ
り
の
活
動

で
、
そ
の
活
動
範
囲
も

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
発
足
以
来
、
十
数
年
た

っ

た
現
在

で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
弘
恩
苑
と

同
じ
く
香
色
苑

の
二
箇
所

で
の
様

々
な
活
動
を
中
心

に
、
市
街
地

の
煙
草
の
吸
殻
拾

い
、
公
園
の
除
草

・

清
掃
、
プ
ル
タ
ブ

（缶

の
ア
ル
ミ
栓
）
の
収
集
、
古

切
手

の
収
集
整
理
等
、
幅
広

い
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。
回
数

に
す
る
と
月

一
・
五
回
ぐ
ら
い
の
計
算
に

な
り
ま
す
。

会
員
も
百
六
名
と
、
発
足
当
初
と
総
数
に
お
い
て

は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由

の

一
つ
に
も
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
他

の
グ
ル
ー
ブ

に
見
ら
れ
な
い
特
徴
だ
ろ
う
と

も
思

い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
年

一

回
、
会
員
全
員
に
、
会
が
予
定
し
て
い
る
活
動
項
目

の
中
か
ら
各
自
が
や
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
活
動
項

目
を
申
告
し

て
も
ら
い
、
会

の
ほ
う
で
は
、
そ
れ
を

基
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。

体
調
等

の
関
係

で
会
費
だ
け
支
払

っ
て
い
る

（寄

付
）
会
員
も

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
だ
と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十

一
月
、
弘
恩
苑

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
始
め

て
満
十
年

に
な
る
こ
と
か
ら
、
弘
恩
苑
か
ら

の
推
薦

に
よ
り
、
香
川
県
老
人
福
祉
救
護
事
業
振
興

会
か
ら
感
謝
状
を
、
そ
し
て
高
松
市
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
表
彰
状
を
戴
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「ま
ず
実
行
、

楽
し
く
、
継
続
」
の
も
と
、
会
員
全
員
が
気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
続
け
て
き
た
自
発
的
な
協
力
の
賜
物
と

思

っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
、
何
時
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
こ
と
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
問
題
が

一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
新
規

の
人
会
者
が
少
な
く
、
会
員
の
平
均
年
齢
が
高
く
な

っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
発
足
当
初
か
ら
す
る
と
、
十

歳
高
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
の
内
容
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
て
、
変
更
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
弘
恩
苑
で
は
夏
祭
り
を
初
め
と
す
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
、
バ
ス
旅
行
の
介
添
え
、
苑

庭
の
剪
定

・
除
草
、
室
内
の
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
な
ど
種

々
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
作
業
時
間
を
短
縮
す

る
と
か
、
あ
る
い
は
、
作
業
内
容
を
変
更
す
る
と
か
、

少
し
ず

つ
で
も
前
進
の
た
め
の
改
善
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
す
る
に
は
、
と
に
か

く
、
心
と
体

の
健
康
が
第

一
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、

ゆ

っ
く
り
と
無
理
を
し
な
い
で
、
今
後
も
、
み
ん
な

と

一
緒

に
楽
し
め
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ

た
後
に
自
分
自
身

に
喜
び
が
湧
く
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス

徳
広
　
孝
敏

　

（高
知
市
）

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ

ン
が
や

っ
て
来
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
Ａ
型
や
Ｂ
型

の
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
で
、
た
ち
ま
ち
大
流
行
す
る
こ
と
は
、
周
知

の
と
お
り
で
す
。

さ
て
、
平
成
十
四
年
夏
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ウ
イ

ル
ス
が
大
流
行
し
、
私
た
ち

の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト

に
も
感
染
し
、
駆
除
対
策

に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

今
回
、
全
国
的

に
流
行
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
、

ワ
ー

ム
ク
レ
ズ
Ｈ
型
と
Ｂ
型

で
極
め
て
悪
性

で
し
た
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
は
、
知
ら
な

い
内
に

勝
手
に
マ
イ

コ
ン
に
忍
び
込
み
ウ
イ
ル
ス
を
増
殖
し
、

ア
ド
レ
ス
を
盗
ん
で
は
他
人

に
な
り
す
ま
し
悪
質
な

メ
ー
ル
を
撒
き
散
ら
し
ま
す
。
最
悪

の
場
合

に
は
、

デ

ー
タ
を
め
ち

ゃ
く
ち

ゃ
に
し
、
パ

ソ
コ
ン
を
壊
し

て
し
ま

い
ま
す
．

送
り

つ
け
る
メ
ー
ル
に
は
魅
惑

に
満
ち
た
名
前
を

つ
け
て
き
ま
す
。
例
え
ば

　

「
『
”
υ
”
つ
の
∽
①

∞

一
ヽ

〓

　
く

∽

　

句

〓
”
く

σ

Ｏ

く
」

「
ｒ

ｏ

ｏ
バ
　
ヨ

く

　

ω

ｏ

”
ｃ

［

【

「
ｃ

〓

”

一
『

一
ｈ

『

一
の
コ

Ｑ
」
　

な

ど

で
す

。

今
回
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
侵
入
し
添

―- 17 -―

・
・
榮
ふ
ｏ

，
邦
夫

■
一た
承
一
ｒ
や
業
■
う
肴
斗
〓

た
た
え
■
４
驀
・■
ｔ
‘
す

il■ ■■■■■|=

泉 考 よ

'ド

'“
NT'摯 0“鎌 ‐

|IIIIIIIfil

|1311



平 成 15年 1月△
電国四第 121号

付

フ
ァ
イ
ル
と
し

て
送
り

つ
け
、
次

の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
し
た
。

①
添
付

フ
ァ
イ
ル
の

マ
ー
ク

（
ク
リ

ッ
プ
）
が
あ
る
。

②
送
信
者

に
は
会
員
の
ア
ド
レ
ス
を
使

っ
て
い
る
。

③
メ
モ
リ
ー
は

一
四
〇
Ｋ
Ｂ
く
ら
い
。

よ
く
気
を

つ
け
て
お
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
つ
き
メ
ー
ル

で
あ
る
こ
と
は
判
別

で
き
ま
す
。
迂
闊
に
本
文
を
開

封
し

ょ
う
も

の
な
ら
た
ち
ま
ち
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

今
回
調
査

の
結
果
、
被
害
者
は
四
十
八
名

に
も
達

し
、　
一
台

の
パ

ソ
コ
ン
に
侵
入
し
た
最
多
メ
ー
ル
数

は
、
百
十
五
件
に
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

「
そ
の
う
ち
や
る
よ
」

と
思

っ
て
い
た
方

に
は
不
意
打
ち
の

『
つ
け
」
が
回

っ
て
来
た
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

早
速
、
対
策
会
議
を
開
き
、
次

に
示
す
結
論
を
出

し
ま
し
た
。

①
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
が
汚
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
チ

ェ
ッ
ク

（
Ｏ
Ｃ
Ｎ
は
無
料
）
②
ウ
イ
ル
ス
駆
除

ソ
フ
ト
の
導
入

（全
員
。
数
千
円
）
③
プ

ロ
バ
イ
ダ

ー
の
ウ
イ
ル
ス
チ

ェ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
の
加
入

（
Ｏ
Ｃ

Ｎ
は
二
百
円
）
④
パ

ソ
コ
ン
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ツ
プ

（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

エ
キ

ス
プ

ロ
ー
ラ
）

（無
料

で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
⑤
メ
ー
ル
の
本
文
を
自
動
で
プ
レ

ビ

ュ
ウ
し
な

い
設
定

の
変
更

（無
料
）

以
上

の
対
策

に

つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
全

員
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
緊
急
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。

自
己
解
決

で
き
な

い
方
は
家
庭
訪
問
し
て
応
援
す

る
な
ど
、
き
め
細
か

い
活
動
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
幸

い
、
会
員

の
全
面
的
な
協
力
が
得
ら
れ
、
約

一
ヵ
月

で
駆
除
作
戦
が
終
了
し
ま
し
た

．^
メ

ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
再
開
し
た
こ
と
は
勿
論

で
す
．

今
回
の
事
件
で
は
、
高
知
電
友
会

の
強
力
な

ハ
ッ

）

ク
ア

ッ
プ
を
戴
き
、
ま
た
、
広
江
会
員
の
献
身
的
な

奉
仕
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
短
期
に
解
決

で
き
た
も
の

と
感
謝

の
念

で

一
杯

で
す
。

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
進
化
し
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
形
で
再
び
出

て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

ウ
イ
ル
ス
感
染

の
苦
い
体
験
で

「
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
パ
ソ
コ
ン
管
理
の
原
点
に

立
ち
返
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫

で
あ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
　
害
同
知
電
友
会
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
支
配
人
）

八
〇

Ｒ

Ｉ

・
ゼ

３

会
井
筒
　
正
義

（徳
島
市
）

昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
年
）
六
月
に
発
足
し

た
徳
島
電
友
会
サ
ー
ク
ル
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
グ
ル
ー

プ

「
八
〇
会
」
は
、
毎
月
、　
一
回
も
休
む
こ
と
な
く

例
会
を
重
ね
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
は
第
二
百
七

十

一
回
例
会
を

「
鳴
門
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

発
足
時
十
名
程
度
だ

っ
た
会
員
も
、
今

で
は
五
十

七
名
の
大
世
帯

に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
八
〇
会
」
の
名
称
は
、
①

一
九
八
〇
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
②
八
〇
歳

に
な

っ
て
も
元
気

で
ゴ
ル
フ

を
続
け
た
い
。
③
ネ

ッ
ト
八
〇
台
以
内

で
プ
レ
ー
し

た
い
。
④
パ
ー
が
取
れ
な
く
て
も

（
パ
ー

。
ゼ

ロ
）

で
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
た
ら
い
い
。
と
の
願
望
等

か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
越
久
田
保
之
氏

（
八
十
九
歳
）
と
賀
川
明

孝
氏

（
八
十
二
歳
）
が
、

「
八
０
会

」
の

一
つ
の
願

望
を
達
成
し
、
元
気
に
フ
レ
　
を
続
け
ら

れ
て
い
ま

す
か
、
会
員

一
冒
．両
氏
を
目
標
に
健
康
維
持
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
て
す

例
人
〓
は
、

毎
月
上
旬

の

平
日
に
前

々

回
の
優
勝
者

と
ブ

ー
ビ

ー

者
が
幹
事
と

な

っ
て
、
徳

島
県
下

の
ゴ

ル
フ
場

で
開

催
し

て
お
り

ま
す
が
、
節

目
節
目
の
例

会
や
、
傘
寿

記
念

の
例
会

は

「
記
念
例

会
」
と
し
て

近
隣
県

へ

一

泊
二
日
で
遠

征
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

「
八
〇
会
」
の
歴
代
優
勝
者
名
、
最
近

の
入
賞
者

名
、
規
約
等
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

（徳
島
電
友
会

・
サ

ー
ク
ル
活
動

・
八
〇
会
）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で

興
味
を
お
持
ち
の
方
は

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
が

「
八
〇
会
」
に
は
分
科
会
と
し
て
、

毎
月
中
旬
開
催
の

「
八
〇
シ
ル
バ
ー
会
」
と
、
毎
月

第
四
金
曜
日
開
催

の

「
八
〇
吉
野
川
会
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ゴ
ル
フ
大
好
き
人
間
に
と

っ
て
は
、
か
け

が
え
の
な

い
サ

ー
ク
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
提
案
に
な
り
ま
す
が
、
年
に

一
回
程
度
、

各
県
持
ち
回
り
で
、
代
表
者

に
よ
る
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

）
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電
電
友
佳
里
句
会

　

　

　

（愛
媛
）

岡
内

南
無
阿
弥
陀
小
春

の
縁
を
借
り
申
す

後
藤

山
住
み
の
着
馴
れ
衣

で
年
迎
ふ

義
士

の
日
の
句
会
七
士

の
年
忘
れ

木

の
葉
舞
ふ
天
に
不
動

の
天
守
閣

熟
柿

一
つ
供

へ
ら
り
あ
り
屋
敷
神

逝
く
年
の
墨
痕
し
か
と

「
帰
」
の

一

駄
菓
子

に
も
税
の
五
円
や

一
葉
忌

次
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

故
人
の
お
名
前
　
逝
去
年
月
日
　
，早
年
　
離
師
胴

飛
　
翔
　
　
　
　
　
藤
本
　
迪
雄

（松
山
市
）

例
年
の
習
わ
し
で
す
が
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
何
か
新
し
い
場
面
の
転
換
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。昨

今
の
情
勢
か
ら
、
飛
躍
的
な
急
上
昇
は
望
む
べ

く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乱
気
流
な
ど
に
遭
遇
す
る
こ

と
な
く
、
安
定
し
た
飛
行
を
願
う
気
持
ち
で

一
杯
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
山
空
港
に
て
）

▽
　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

「
ひ

つ
じ
年
」
を
検
索
し

て
見
る
と
、

「
戦
争
と
暴
動

に
よ
る
変
革

の
年
」

だ
そ
う
で
す
。

前
段

の
、
ぶ

っ
そ
う
な
話
は
願

い
下
げ

で
す
が

後
段

の

”変
革

の
年
“
に
あ
や
か

っ
て
、
社
会
を

取
り
巻
く

「
閉
塞
感

の
打
破
」
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

▽
　
寒
さ
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
康
と
ご
自
愛
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（稲
毛
）

四
国
電
友
会
会
報
　
一弔
百
二
十

一
号

発
行
　
　
平
成
十
五
年

一
月

一
日

編
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電
話
　
　
〇
八
九
―
九
二
六
―
二
〇
二
三

印
刷
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社

小
松
　
俊
美
様

河
原
田
　
新
様

亀
山
　
　
巌
様

高
知
市

菊
間
町

丸
亀
市

141414

101010

19 8 7

797888

故
人
の
お
名
前
　
逝
去
　
月
日
　
ェ早

年
　
駐
帥
加

柳
原
　
　
幸
様

岡
崎
　
精
之
様

別
府
　
光
正
様

大
谷
　
邦
夫
様

筒
井
サ
ツ
キ
様

有
満
　
正
敬
様

宇
都
宮
光
夫
様

秋
月
　
義
則
様

土
居
松
太
郎
様

森
木
　
　
一即
様

西
崎
　
　
均
様

神
田
　
静
恵
様

山
岡
　
直
行
様

政
本
　
邦
興
様

吉

水ヽ
　
稲
実
様

坂
東
　
　
賞
様

玉
江
　
　
明
様

南
国
市

野
市
町

松
山
市

多
度
津
町

伊
予
三
島
市

松
山
市

伊
予
市

徳
島
市

西
東
京
市

伊
野
町

松
山
市

善
通
寺
市

松
山
市

松
山
市

高
知
市

石
井
町

松
山
市

勲
六
等
旭
日
章

勲
六
等
瑞
宝
章

勲
六
等
瑞
宝
章

波
久  侍

坂

口
　
好
繁

高
橋
　
哲
雄

高
本
　
隆
之

仲
谷
　
　
昭

字二
神
　
一二
郎

141414141414 14 14 1414 14 14 14 1414 1414

1212121212121211111111111111111110

21 1413131010 62921 201816 6 6 5 519

7483958582877478826874886873807477

別 亀 小
府 山 松

様 様 様

俊
美巌

光
正
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0に たヽ″11●●プ与,′

●IⅢⅢ,|`■|"シ7●ⅢI,

|,レ■■燎お■プ,シ

◎1カ月のご利用料金例 (通常料金)

NT丁西日本 1錯

フレッツADSLプラン 980円

フレッツ。ADSLモ ア 3,200円 4,1“円

フレッツ・ADSL 8Mプラン
||タ イブ

3,100円 4,00岬

フレッツ。ADSLl.5Mプラン 2,900円 1'印円

フレッツISDNプラン 700円 フレッツ・lSDNプラン 2,800円 3,500円

■タイす‐二t[入 電言
=と

共用するタイプです。
●N「

「
≡三本

~フ
レ ツ ISDN」 「フレノツ・ADSL(タ イブ1)」 をご利用の場合は、加入電話の回線利用料 (電話基本料金)が別途必要にな|,ま す。

●
~ラ

ン '.ADSL_の テ」馬ホ1全は、スプリンタ、ADSLモデム、屋内配線を別に購入した場合 (NTT西 日本からのレンタルも可能)の金額です。

●利用料金はお客様の利用ブラン等によって異なります.詳しくはQUOLIAイ ンフォメ…ションセンターまでお問い合わせください.

|オブ,ミ●ヽ .■1黎

3便利な使い方セット(メール転送、簡易メーリングリスト他)Oメールアカウント追加

こメールBO×容量追加 0ウイルスメールチェック OWeb容量追加

いずれも月額250円
「固定IPサービス」

初期費用 2,000円  月額利用料 2,000円

■お申し込み。お問い合わせはQUOL:Aインフォメ…ションセンター

面 O120日 14179p          
語

受付時間:午前9時～午後5時 (土 曜。日曜・祝日・年末年始を
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